
 

 

 

平成２４年１０月１９日 

消 防 庁 

 

消防法施行令の一部を改正する政令等の公布 

消防庁では、消防法施行令の一部を改正する政令等を、本日公布しました。なお、消防法施行令の

一部を改正する政令等の内容について、平成 24 年８月８日から平成 24 年９月６日までの間、国民の

皆様から広く意見を募集したところ、８件の御意見をいただきました。いただいた御意見の概要及び

御意見に対する考え方を取りまとめましたので、併せて公表します。 

 

１ 改正の背景 

 消防法の一部を改正する法律（平成 24年法律第 38号）が平成 24年６月 27日に公布されました。

消防法の一部を改正する法律においては、 

(1) 雑居ビル等について、建築物全体の防火管理業務を行う「統括防火管理者」の選任を義務づ

けることとし、各防火管理者への指示権を付与する 

(2) 「個別検定」を「型式適合検定」に改め、その趣旨及び実施方法を明確化する 

等の改正を行いました（改正内容の詳細については、別紙１のとおりです。）。 

 

２ 主な改正内容 

 消防法の一部を改正する法律の公布を踏まえて、消防法施行令等の一部改正を行いました。主な改

正内容につきましては、以下のとおりです。 

【１（１）に伴う改正内容】 

(1)  統括防火管理者の資格については、防火管理講習の課程を修了した者等で、建築物全体につい

ての防火管理上必要な業務を適切に遂行するために必要な権限及び知識を有するものとする。 

(2)  統括防火管理者の責務として、建築物全体についての防火管理に係る消防計画を作成し、所轄

消防長等に届け出るとともに、これに基づいて消火、通報及び避難の訓練の実施等の業務を行わ

なければならないこととする。 

(3) 統括防火管理者が作成する建築物全体についての防火管理に係る消防計画の内容として、 

・ 消火、通報及び避難の訓練等の定期的な実施に関すること 

・ 廊下、階段、避難口等の避難施設の維持管理等に関すること 

等を定めなければならないこととする。 

【１（２）に伴う改正内容】 

(4)  型式適合検定の方法は、立会い方式による方法とする。ただし、消防庁長官が定めるものにつ

いては、データ審査方式による方法とすることができる。 

(5)  立会い方式による型式適合検定の方法については、日本工業規格に基づく抜取検査方式等によ

り検査を行うこととする。 

(6)  直近の立会い方式による型式適合検定において、少なくとも 10 回以上連続して合格している

こと等の要件を満たした場合にデータ審査方式による型式適合検定を行うことができ、その方法

については、申請者が製造工場等で抜取検査方式により検査を行った結果を日本消防検定協会又

は登録検定機関に報告し、日本消防検定協会等が当該検査結果について審査を行うものとする。 

 



 

 

消防庁では、意見公募手続の実施結果等も踏まえて検討し、以下の政令等を平成 24 年 10 月 19 日

に公布しました（政令、省令及び告示の概要は別紙２のとおりです。）。 

(1) 消防法施行令の一部を改正する政令（平成 24 年政令第 262 号） 

(2) 消防法施行規則等の一部を改正する省令（平成 24年総務省令第 91 号） 

(3) 消防法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係告示の整理に関する告示（平成 24 年消防庁

告示第 12号） 

 

 

 

政令案等について、平成 24 年８月８日から平成 24 年９月６日までの間、意見を募集したところ、

８件の御意見をいただきました。 

いただいた御意見の概要及び御意見に対する考え方については、別紙３のとおりです。なお、いた

だいた御意見を踏まえまして、「消防法施行規則の一部を改正する省令」の一部を修正しております。 

 

※ なお、「消防法施行令の一部を改正する政令」については、意見募集時の「消防法施行令及び総

務省組織令の一部を改正する政令」から政令名の変更を行っております。 

 

 

３ 政令等の公布 

４ 意見募集の結果 

（事務連絡先） 

消防庁予防課  

（担当：福西補佐、松浦） 

TEL ０３－５２５３－７５２３（直通） 

FAX ０３－５２５３－７５３３ 



消防法の一部を改正する法律の概要 
消 防 庁 ［背景］ 

○ 東日本大震災の教訓を踏まえ、大規模・高層ビルを中心にビル全体の防災管理を強化する必要性が高まるとともに、 

近年、建築物全体の防火管理体制があいまいな雑居ビル等を中心として多数の死者を伴う火災被害が頻発 
○ 検定を未受検、不正受検の消防用機器等が市場に流通する事案が発生 
○ 公益法人事業仕分け（平成２２年５月）において、「検定」について自主検査・民間参入拡大に向けた「見直し」等の評

価結果  

［改正概要］ 
① 雑居ビル等における防火・防災管理体制の強化 

○ 複合ビルについて、建築物全体の防火管理業務を行う「統括防火管理者」の選任を義務づけ、統括防火管理者に

対して各防火管理者への指示権を付与 

○ 大規模・高層の建物については、建築物全体の防災管理業務を行う「統括防災管理者」の選任を義務づけ 

③ 消防用機器等の違法な流通を防止するための措置の拡充 

○ 検定を未受検・不正受検の消防用機器等が市場に流通した場合における総務大臣による回収等の命令権を創設

（最高１億円以下の罰金刑） 

○ 未受検の消防用機器等を市場に流通させた者に対する罰則の引き上げ（３０万円以下の罰金 → １年以下の懲役又は

１００万円以下の罰金（併科あり）） 

④ 消防用機器等の「検定」制度等の見直し 

○ 登録検定機関の要件のうち試験設備の「保有」要件を緩和し、民間参入を促進 

○ 「個別検定」を「型式適合検定」に改め、その趣旨及び自主的検査方式の導入を含む手続を明確化 

○ 日本消防検定協会の業務のうち「検定」と紛らわしい「鑑定」に代えて、「製造業者等の依頼に基づく評価業務を行

うこと」を業務として規定 

○ 自主表示対象機械器具等の製造業者等に対して、検査記録の作成・保存を義務づけ 

 ［施行期日］ 平成２５年４月１日（上記①：平成２６年４月１日） 

② 消防機関による火災調査権の拡大 

○ 火災原因と疑われる製品の製造事業者等に対する資料提出命令権等を消防機関に付与 

別紙１ 
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消防法施行令の一部を改正する政令等について 

平成２４年１０ 月 

消 防 庁 予 防 課 

１ 消防法施行令の一部を改正する政令について 

【改正概要】 

  消防法の一部を改正する法律（平成 24年法律第 38号）の施行に伴い、統括防火管理者

の資格要件及び責務等を定めるほか、所要の規定の整備を行うこととする。 

 

【改正理由】 

  消防法の一部を改正する法律において、高層建築物等で管理権原が分かれている防火対

象物について、統括防火管理者の選任が義務づけられ、統括防火管理者に当該防火対象物

全体についての消防計画の作成等の業務を行わせること等とした。これを受けて、統括防

火管理者の資格要件及び責務について定める必要等があることから、消防法施行令（昭和

36年政令第 37号）及び総務省組織令（平成 12年政令第 246号）について、所要の改正を

行うものである。 

 

【改正内容】 

（１）統括防火管理者の資格要件（第４条関係） 

統括防火管理者の資格については、高層建築物等で管理権原が分かれている防火対象物の

区分に応じ、防火管理講習の課程を修了した者等で、当該防火対象物の全体についての防火

管理上必要な業務を適切に遂行するために必要な権限及び知識を有するものとする。 

 

（２）統括防火管理者の責務（第４条の２関係） 

統括防火管理者は、当該防火対象物全体についての防火管理に係る消防計画を作成し、所

轄消防長等に届け出るとともに、これに基づいて消火、通報及び避難の訓練の実施等の業務

を行わなければならないこととする。 

 

（３）その他 

  ① 統括防災管理者の資格要件及び責務を定めること（第48条の２及び第48条の３関係） 

  ② 「個別検定」の名称を「型式適合検定」に変更すること（第 40条等関係） 

 等の所要の規定の整備を行うこととする。 

 

【施行期日】 

  平成 26年４月１日（ただし、(3)②については、平成 25年４月１日） 

  

別紙２ 
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２ 消防法施行規則等の一部を改正する省令について 

【改正概要】 

   消防法の一部を改正する法律の施行に伴い、統括防火管理者が作成する消防計画の内容、

型式適合検定の方法等について定めるほか、所要の規定の整備を行うこととする。 

 

【改正理由】 

消防法の一部を改正する法律において、高層建築物等で管理権原が分かれている防火対

象物について、統括防火管理者の選任が義務づけられ、統括防火管理者に当該防火対象物

全体についての消防計画の作成等の業務を行わせること等とした。また、型式適合検定の

方法の明確化や自主表示対象機械器具等に係る検査記録の作成及び保存の義務づけを行う

こととした。 

これらを受けて、統括防火管理者が作成する消防計画の内容や、型式適合検定の方法、

自主表示対象機械器具等の検査方法及び検査記録の記載事項等を定める必要があることか

ら、消防法施行規則（昭和 36年自治省令第６号）等について、所要の改正を行うものであ

る。 

 

【改正内容】 

１ 統括防火管理者等について 

（１）統括防火管理者の資格を有する者であるための要件を規定する。（第３条の３関係） 

  ① 管理権原者から、必要な権限を付与されていること。 

  ② 管理権原者から、業務の内容について説明を受けており、かつ、当該内容について十

分な知識を有していること。 

  ③ 管理権原者から、当該防火対象物の全体の位置、構造及び設備の状況等について説明

を受けており、かつ、当該事項について十分な知識を有していること。 

 

（２）防火対象物の全体についての防火管理に係る消防計画の内容を規定する。（第４条関係） 

  ① 次に掲げる事項について、消防計画を作成し、所轄消防長等に届け出なければならな

いこととする。 

   ・ 防火対象物における各管理権原者の当該権原の範囲に関すること 

   ・ 防火対象物の全体についての防火管理業務の一部が委託されている場合における受

託者の氏名、業務の範囲等に関すること 

   ・ 消火、通報及び避難の訓練等の定期的な実施に関すること 

   ・ 廊下、階段、避難口等の避難施設の維持管理等に関すること 

   ・ 火災、地震等が発生した場合における消火活動等に関すること 

   ・ 火災の際の消防隊に対する当該防火対象物の構造等の情報提供等に関すること 

   ・ その他必要な事項 
 
  ② 大規模地震対策特別措置法の規定により地震防災対策強化地域として指定された地

域の統括防火管理者が定める消防計画の内容。 
 
  ③ 東南海・南海地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法の規定により推進地

域として指定された地域の統括防火管理者が定める消防計画の内容。 
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  ④ 日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法の

規定により推進地域として指定された地域の統括防火管理者が定める消防計画の内容 

 

（３）統括防火管理者の選任又は解任の届出について規定する。（第４条の２関係） 

 

（４）統括防災管理者の資格を有する者であるための要件を規定する。（第 51条の 11関係） 

 

（５）建築物その他の工作物の全体についての防災管理に係る消防計画の内容について規定す

る。（第 51条の 11の２関係） 

 

（６）統括防災管理者の選任又は解任の届出について規定する。（第 51条の 11の３関係） 

 

 

２ 型式適合検定等について 

（１）型式適合検定の方法について規定する。（第 34条の５関係） 

① 型式適合検定の方法は、立会い方式による方法とする。ただし、消防庁長官が定める

ものについては、データ審査方式による方法とすることができる。 

② 型式適合検定は、日本消防検定協会又は登録検定機関が指定した日時、場所で行う。 

 

（２）立会い方式による型式適合検定の方法については、日本工業規格に基づく抜取検査方式

等により検査を行うこととする。（第 34条の６関係） 

 

（３）データ審査方式による型式適合検定の方法について規定する。（第 34条の７関係） 

① データ審査方式による型式適合検定を受けようとする者はその旨の申請を行うこと。 

② データ審査方式を認める要件に関すること。 

   ・ 直近の立会い方式による型式適合検定において、少なくとも 10回以上連続して合

格していること 

   ・ おおむね３ヶ月以内ごとに当該型式係る型式適合検定が行われていること。 

   ・ 製造工場、事業所等において、品質を確保する管理体制が確立していること。 

③ データ審査方式を行う場合には、申請者に対してその旨を通知すること。 

④ データ審査方式による型式適合検定の手続に関すること。 

 

（４）検定対象機械器具等についての試験に係る申請書等について、製造工程概要調書及び社

内における検査体制に係る調書を追加する。（第 35条第４項関係） 

 

（５）型式適合検定の申請書について、電磁的方法による場合を追加する。（第 39条関係） 
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（６）自主表示対象機械器具等の検査方法、検査記録に記載すべき事項等を追加する。（第

44条関係） 

① 自主表示対象機械器具等の検査方法は、形状等が総務大臣に届け出た設計図書に適合

しているかどうかについて、適切な検査設備及び検査方法により確認するものとする。 

② 検査記録に記載すべき事項は以下のとおりとする。 

 ・ 自主表示対象機械器具等の種類及び型式 

 ・ 検査に用いた設計図書 

 ・ 検査項目、内容、判定方法 

 ・ 検査を行った年月日、場所 

 ・ 検査に使用した設備、測定機器 

 ・ 検査実施者の氏名 

 ・ 検査を行った自主表示対象機械器具等の数量 

 ・ 検査結果  

 ・ 設計図書、検査設備、検査方法の変更履歴 

③ 検査記録の保存期間は、検査の日から５年間とする。 

④ 電磁的方法により検査記録を作成、保存ができることとし、その場合には必要に応じ

電子計算機等を用いて直ちに表示できるようにすることとする。 

 

（７）自主表示対象機械器具等の製造業者等の届出事項に、表示を付そうとする自主表示対象

機械器具等が技術上の規格に適合するものであることを確認した書類を追加する。（第

44条の２関係） 

 

 

３ その他 

  「個別検定」の名称を「型式適合検定」に変更する等の所要の規定の整備を行うことと

する。 

 

【施行期日】 

  平成 25年４月１日（ただし、１については、平成 26年４月１日） 
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３ 消防法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係告示の整理に関する告示

について 

【改正概要】 

  消防法の一部を改正する法律等の施行に伴い、関係告示について所要の規定の整備を行

うこととする。 

 

【改正内容】 

  消防法の一部を改正する法律において、高層建築物等で管理権原が分かれている防火対

象物について、統括防火管理者の選任が義務づけられ、統括防火管理者に当該防火対象物

全体についての消防計画の作成等の業務を行わせること等とした。これを受けて、防火対

象物の点検の結果についての報告書の様式及び防火対象物の点検基準に係る事項等につい

て、所要の規定の整備を行うものである。 

 

【施行期日】 

  平成 26年４月１日 



1 
 

【消防法施行令及び総務省組織令の一部を改正する政令（案）等についての御意見の概要及び御意見

に対する考え方】 

番号 御意見の概要 御意見に対する考え方 

No.1 

 統括防火管理者選解任届出

書様式（消防計画も同じ）に

おける届出者（管理権原者）

は複数いるので、違反処理を

行う上でも、それらすべての

届出者を記載できるようにす

るべきと考える。 

 また、統括防火管理者を選

任した管理権原者に変更があ

った場合の届出方法について

も明確化する必要がある。 

 法律上、防火対象物の管理権原者に統括防火管理

者の届出義務が課されていますが、当該防火対象物

の管理権原者が多数いる等の場合には、届出が大き

な負担となることから、共同防火管理協議会が組織

されており、当該協議会において統括防火管理者が

選任されている場合など、当該防火対象物の管理権

原者の合意のもとで統括防火管理者が選任されてい

ることが確認できる場合には、その旨を確認できる

資料を添付した上で、代表的な立場の管理権原者の

名前で届出を行うことを運用上認める予定であり、

原案のとおりとします。 

 また、統括防火管理者を選任した管理権原者に変

更があった場合の取扱いについても、統括防火管理

者の選任方法自体が管理権原者間の協議に委ねられ

ており、法令上、一の管理権原者の変更の届出を義

務づけることは考えていません。なお、管理権原者

に変更があった場合には、防火管理者の選任届や立

入検査などの機会を捉えて把握することが可能で

す。 

No.2 

 統括防火管理者は、収容人

員３００名以上の防火対象物

において、講習防火管理講習

の再講習を受講する義務はあ

るのか。 

 義務がかかる場合には、統

括防火管理者の選解任届出書

様式においても再講習受講が

確認できるようにするべきと

考える。また、義務がかから

ない場合には、統括防火管理

者に再講習受講を義務づける

べきではないか。 

 統括防火管理者については、従前より甲種防火管

理講習の再講習義務は課されていませんが、今回の

法改正に伴い統括防火管理者による各防火管理者へ

の指示権等が明確化されたことから、消防庁として

は、消防機関に対し、これまで以上に統括防火管理

者と日常的な意見交換を行い、連携を強化すること

を要請することとしています。 

 このことから、統括防火管理者は常に消防機関と

連携して日常の防火管理業務を行うこととなり、甲

種防火管理再講習において習得することとされてい

る、最新の消防法令及び最近の火災事例等の必要な

情報を日常的に消防機関から提供される立場となる

ことから、甲種防火管理再講習を受講する必要性は

ないもの考えています。 

別紙３ 
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No.3 

 防火管理者の再講習受講状

況を把握するため、再講習受

講後にその旨を届け出ること

を義務づける必要がある。 

 また、防火管理者の選解任

届出書様式においても新規講

習年月日と番号に加え、最新

の再講習修了年月日と番号を

並列記載させるなど再講習の

受講が把握できるようにすべ

きである。 

 防火管理者が再講習を受講するたびにその旨の届

出をさせることは、事業者等の負担が大きく、原案

のとおりとします。なお、防火管理者の再講習受講

状況については、立入検査などの機会を捉えて確認

できるものと考えます。 

 また、防火管理者の届出時において、防火管理者

の資格を有していることを確認するという観点か

ら、再講習を受講している場合には、新規講習年月

日を併記させる必要性はないと考えており、最新の

再講習の終了年月日を記載する運用を考えていま

す。 

No.4 

 統括防火管理者と管理権原

者は兼ねることを認めるべき

である。 

また、統括防火管理者に対

して説明を行う管理権原者

は、その業務内容等について

十分な知識を有している者で

なければならないとするべき

である。 

 法令上、統括防火管理者と管理権原者を記載して

いますが、要件を満たす場合には、両者を兼ねるこ

とは可能です。 

 また、統括防火管理者への説明については、法令

上、当然に十分な知識を有する管理権原者が説明を

行うことが予定されており、適切な説明を受けた者

が管理権原者による協議によって選任されると考え

られるため、原案のとおりとします。 

No.5 

 消防法施行規則別記様式で

は「防災管理対象物」という

表現を使っているが、防災管

理対象物を定義しているのは

消防法施行令第４７条であ

り、消防法施行規則の本則で

は定義がない。 

また、「建築物その他の工作

物」と「防災管理対象物」を

使い分けすることが法令の読

み方を難しくしており、消防

法施行令第４６条において一

括して防災管理対象物を定義

し、消防法第３６条で準用す

る消防法第８条から第８条の

２の３までの全てを「防災管

理対象物」と定義することは

 ご指摘を踏まえ、消防法施行規則別記様式中にお

いて、「防災管理対象物」と表記していたものを「建

築物その他の工作物」と表記することとします。 

 なお、「防災管理対象物」と「建築物その他の工作

物」の用語の使用方法については、従前の取扱いを

変えるものではなく、政令（消防法施行令）におい

て法律（消防法）の用語を定義することはできませ

ん。 
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できないか。 

No.6 

 消防法施行規則別記様式に

おいて、備考部分に『「防火・

防災」は該当しない文字を横

線で消すこと。』と表記されて

いるが、表中には「防火対象

物又は防災管理対象物」とい

う文字もあり、これについて

該当しない文字を消す必要が

あるのか、表中の縦書き文字

についても横線で消すのかと

いった様々な意見が出てくる

おそれがある。 

 また、「防災」の文字を横線

で消すという作業は、届出者

にとって少なからず負担にな

るものであるし、消されてい

ない届出を消防窓口に持って

くるパターンが相当多くな

り、受理事務時の負担も発生

する。「防火」と「防災」の様

式を分け、さらに「防火・防

災管理者選任（解任）届出書」

を別途準備するのが適当であ

る。消防計画や統括防火・防

災管理者の届出も同様であ

る。 

 ご指摘を踏まえ、『｢防火 の横書きの文字につい 

          防災」 

ては、該当しない文字を横線で消すこと。』と修正し

ます。なお、「防火 と限定していることから、「防 

防災」 

火対象物又は防災管理対象物」の部分の文字を消す

との誤解は招かないものと考えます。 

 現在、防火管理者と防災管理者、統括防火管理者

と統括防災管理者は整合性のある対応を図るという

観点から同一の者を選任することとしていますが、

選任届がそれぞれ別様式となっています。しかしな

がら、例えば、防火管理者と防災管理者の両者を選

任する必要がある防火対象物については、２つの様

式を届け出る必要があり、届出者及び消防機関の双

方で負担が大きく、様式を統一してほしいとの要望

もあったことから、このような様式としたものであ

るため、原案のとおりとします。 

 

No.7 

 統括防火（防災）管理者の

届出書様式中の届出者欄が複

数の管理権原者を記入する形

式になっていない。複数の管

理権原者が一の届出書で選任

の届をするのであれば「統括

防火・防災管理者選任（解任）

届出書」の届出者欄を工夫す

る必要がある。又は従前のよ

うに協議会の代表者を設け

 法律上、防火対象物の管理権原者に統括防火管理

者の届出義務が課されていますが、当該防火対象物

の管理権原者が多数いる等の場合には、届出が大き

な負担となることから、共同防火管理協議会が組織

されており、当該協議会において統括防火管理者が

選任されている場合など、当該防火対象物の管理権

原者の合意のもとで統括防火管理者が選任されてい

ることが確認できる場合には、その旨を確認できる

資料を添付した上で、代表的な立場の管理権原者の

名前で届出を行うことを運用上認める予定であり、
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て、その代表者が届出者とな

るのか。 

これは「全体についての消

防計画作成（変更）届出書」

の管理権原者欄でも同じであ

る。 

原案のとおりとします。 

 また、全体についての消防計画作成（変更）届出

については、統括防火・防災管理者に責務が課され

ていますが、防火管理の一義的な義務については管

理権原者に課されており、管理権原者が確認したも

のであることを明確化するという観点から、管理権

原者名を記載させることとしていますが、この運用

は統括防火管理者の選任届の場合と同様のものを予

定しています。 

No.8 

 消防法第２１条の１６の６

に基づくリコール命令の実効

性を確保するために、消防法

施行規則第４４条第３項にお

いて、自主表示対象機械器具

等の届出の際に、実際に自主

表示を行った製品数量を消防

庁に届出させることとするこ

ととされたい。 

また、製品数量が多いのに

公正な第三者による検査を受

けていない製品については重

点的に試買検査を行うこと。 

 消防法第２１条の１６の６に基づくリコール命令

の実効性確保に関しては、消防法第２１条の１６の

３において、検査記録の作成、保存を義務付けてお

り、加えて、検査記録の作成、保存をしなかった者

への罰則規定も設けていることから、製造数量等に

ついて届出義務を課す必要はないと考えています。 

 後段のご意見については、今後の参考とします。 
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管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
求
め
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
個
別
検
定
」
を
「
型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
」
を
「
及
び
知
識

を
有
す
る
も
の
と
し
て
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
を
加
え

る
。



防
災
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
防
災
管
理
対
象
物
に
つ
い
て
の
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計

画
を
作
成
し
、
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

防
災
管
理
者
は
、
前
項
の
消
防
計
画
に
基
づ
い
て
、
当
該
防
災
管
理
対
象
物
に
つ
い
て
避
難
の
訓
練
の
実
施
そ
の
他
防
災

管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
統
括
防
災
管
理
者
の
資
格
）

第
四
十
八
条
の
二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
資
格

を
有
す
る
者
は
、
第
四
十
七
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
で
、
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防

災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
及
び
知
識
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
要

件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

（
統
括
防
災
管
理
者
の
責
務
）

第
四
十
八
条
の
三

統
括
防
災
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て

の
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



２

統
括
防
災
管
理
者
は
、
前
項
の
消
防
計
画
に
基
づ
い
て
、
避
難
の
訓
練
の
実
施
、
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
廊
下
、
階
段

、
避
難
口
そ
の
他
の
避
難
上
必
要
な
施
設
の
管
理
そ
の
他
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
災
管
理
上
必
要
な

業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

統
括
防
災
管
理
者
は
、
防
災
管
理
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
と
き
は
、
必
要
に
応
じ

て
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
求
め
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
四
十
九
条
中
「
第
三
十
六
条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
中
「
第
四
条
の
二
」
を
「
第
三
条
の
三
、
第
四
条
、
第
四
条
の
二
の
二
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
個
別
検
定
」
を
「
型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
条
及
び
別
表
第
三
の
改
正
規
定
並
び
に
次

項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



（
総
務
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

２

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
五
十
二
条
第
二
項
第
六
号
中
「
個
別
検
定
」
を
「
型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。



理

由

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
統
括
防
火
管
理
者
の
資
格
要
件
及
び
責
務
等
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
表

目

次

１

○

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）

○

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
（
附
則
第
二
項
関
係
）

10
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○

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
防
火
管
理
者
の
資
格
）

（
防
火
管
理
者
の
資
格
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

共
同
住
宅
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
防
火
対
象
物
で
、
管
理
的
又
は
監

２

共
同
住
宅
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
防
火
対
象
物
で
、
管
理
的
又
は
監

督
的
な
地
位
に
あ
る
者
の
い
ず
れ
も
が
遠
隔
の
地
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
そ

督
的
な
地
位
に
あ
る
者
の
い
ず
れ
も
が
遠
隔
の
地
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
そ

の
他
の
事
由
に
よ
り
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が

の
他
の
事
由
に
よ
り
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
消
防
長
（
消
防
本
部
を
置
か
な
い
市
町
村
に
お
い
て
は
、
市
町

で
き
な
い
と
消
防
長
（
消
防
本
部
を
置
か
な
い
市
町
村
に
お
い
て
は
、
市
町

村
長
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
消
防
署
長
が
認
め
る
も
の
の
管
理
に
つ
い
て
権

村
長
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
消
防
署
長
が
認
め
る
も
の
の
管
理
に
つ
い
て
権

原
を
有
す
る
者
が
、
当
該
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
管
理
者
を
定
め
る
場
合

原
を
有
す
る
者
が
、
当
該
防
火
対
象
物
に
係
る
防
火
管
理
者
を
定
め
る
場
合

に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
防
火
管
理
上
必
要

に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
防
火
管
理
上
必
要

な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に

な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に

あ
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す

あ
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す

る
た
め
に
必
要
な
権
限
及
び
知
識
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め

る
た
め
に
必
要
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め

る
要
件
を
満
た
す
も
の
」
と
す
る
。

る
要
件
を
満
た
す
も
の
」
と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
防
火
管
理
者
の
責
務
）

（
防
火
管
理
者
の
責
務
）

第
三
条
の
二

防
火
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

第
四
条

防
火
対
象
物
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
所
轄
消
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防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

防
火
管
理
者
は
、
前
項
の
消
防
計
画
に
基
づ
い
て
、
当
該
防
火
対
象
物
に

つ
い
て
消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
の
実
施
、
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備

、
消
防
用
水
又
は
消
火
活
動
上
必
要
な
施
設
の
点
検
及
び
整
備
、
火
気
の
使

用
又
は
取
扱
い
に
関
す
る
監
督
、
避
難
又
は
防
火
上
必
要
な
構
造
及
び
設
備

の
維
持
管
理
並
び
に
収
容
人
員
の
管
理
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

防
火
管
理
者
は
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
と
き
は
、
必
要
に
応

①

防
火
管
理
者
は
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
と
き
は
、
必
要
に
応

じ
て
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
求
め

じ
て
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
求
め

、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

防
火
管
理
者
は
、
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
、
消
防
用
水
若
し
く
は
消
火

２

防
火
管
理
者
は
、
消
防
の
用
に
供
す
る
設
備
、
消
防
用
水
若
し
く
は
消
火

活
動
上
必
要
な
施
設
の
点
検
及
び
整
備
又
は
火
気
の
使
用
若
し
く
は
取
扱
い

活
動
上
必
要
な
施
設
の
点
検
及
び
整
備
又
は
火
気
の
使
用
若
し
く
は
取
扱
い

に
関
す
る
監
督
を
行
う
と
き
は
、
火
元
責
任
者
そ
の
他
の
防
火
管
理
の
業
務

に
関
す
る
監
督
を
行
う
と
き
は
、
火
元
責
任
者
そ
の
他
の
防
火
管
理
の
業
務

に
従
事
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
従
事
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

防
火
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
火
管
理
に
係

る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練

を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
統
括
防
火
管
理
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
防
火
対
象
物
）

（
共
同
防
火
管
理
を
要
す
る
防
火
対
象
物
の
指
定

）

第
三
条
の
三

（
略
）

第
四
条
の
二

（
略
）

（
統
括
防
火
管
理
者
の
資
格
）
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第
四
条

法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
で

、
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切

に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
及
び
知
識
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省

令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
者

イ

法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
層
建
築
物
（
次
号
イ
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。
）

ロ

前
条
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
次
号
ロ
、
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
）

ハ

法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
下
街
（
次
号
ホ
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）

二

次
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物

第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
者

イ

法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
層
建
築
物
で
、
次
に
掲
げ
る

も
の

⑴

別
表
第
一
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
イ
、
ハ
及
び
ニ

、
㈨
項
イ
並
び
に

項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

項
イ
に





掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
同
表
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る
防
火
対

象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
、
延

べ
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

⑵

別
表
第
一
㈤
項
ロ
、
㈦
項
、
㈧
項
、
㈨
項
ロ
、
㈩
項
か
ら

項
ま



で
、

項
ロ
及
び

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
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百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

ロ

前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
三
百
平
方
メ

ー
ト
ル
未
満
の
も
の

ハ

前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
で
、
延
べ
面
積
が
五
百
平
方
メ

ー
ト
ル
未
満
の
も
の

ニ

前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
別
表
第
一
㈥
項
ロ
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で

、
延
べ
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

ホ

法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
下
街
（
別
表
第
一
㈥
項
ロ
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
も
の
を
除
く

。
）
で
、
延
べ
面
積
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

（
統
括
防
火
管
理
者
の
責
務
）

第
四
条
の
二

統
括
防
火
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成

し
、
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

統
括
防
火
管
理
者
は
、
前
項
の
消
防
計
画
に
基
づ
い
て
、
消
火
、
通
報
及

び
避
難
の
訓
練
の
実
施
、
当
該
防
火
対
象
物
の
廊
下
、
階
段
、
避
難
口
そ
の

他
の
避
難
上
必
要
な
施
設
の
管
理
そ
の
他
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い

て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

統
括
防
火
管
理
者
は
、
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必

要
な
業
務
を
行
う
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
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い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
求
め
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
及
び
型
式
適
合
検
定
の
手
数
料

（
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
及
び
個
別
検
定

の
手
数
料

）

）

第
四
十
条

法
第
二
十
一
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
手
数

第
四
十
条

法
第
二
十
一
条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
手
数

料
の
額
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

料
の
額
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

試
験
及
び
型
式
適
合
検
定
の
手
数
料
の
額
は
、
当
該
試
験
又
は
型
式
適
合
検

試
験
及
び
個
別
検
定

の
手
数
料
の
額
は
、
当
該
試
験
又
は
個
別
検
定

定
の
実
施
に
必
要
な
経
費
の
額
を
下
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
総
務
大
臣
が

の
実
施
に
必
要
な
経
費
の
額
を
下
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
総
務
大
臣
が

定
め
る
額
と
す
る
。

定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

新
た
な
技
術
開
発
に
係
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
で
、
総
務
省
令
で
定

二

新
た
な
技
術
開
発
に
係
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
で
、
総
務
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
る
技
術
上
の
規
格
の
特
例
に
よ
る

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
る
技
術
上
の
規
格
の
特
例
に
よ
る

こ
と
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
試
験
及
び
型
式
適
合
検
定

こ
と
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
試
験
及
び
個
別
検
定

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
を
受
け
よ

３

法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
個
別
検
定

を
受
け
よ

う
と
す
る
者
（
外
国
に
お
い
て
本
邦
に
輸
出
さ
れ
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等

う
と
す
る
者
（
外
国
に
お
い
て
本
邦
に
輸
出
さ
れ
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等

の
製
造
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
に
限
る
。
）
が
、
当
該
型
式
適
合
検
定

の
製
造
又
は
販
売
の
事
業
を
行
う
者
に
限
る
。
）
が
、
当
該
個
別
検
定

の
申
請
書
に
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
務
大
臣
が
指
定
す
る

の
申
請
書
に
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
総
務
大
臣
が
指
定
す
る

者
（
外
国
に
住
所
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
の
行
つ
た
当
該
申
請
に
係
る
検

者
（
外
国
に
住
所
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
の
行
つ
た
当
該
申
請
に
係
る
検

定
対
象
機
械
器
具
等
の
形
状
等
と
法
第
二
十
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ

定
対
象
機
械
器
具
等
の
形
状
等
と
法
第
二
十
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
型
式
承
認
を
受
け
た
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
型
式
に
係
る
形
状
等
と
の

り
型
式
承
認
を
受
け
た
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
型
式
に
係
る
形
状
等
と
の
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同
一
性
を
判
定
し
得
る
検
査
結
果
を
記
載
し
た
書
類
で
総
務
大
臣
が
適
当
と

同
一
性
を
判
定
し
得
る
検
査
結
果
を
記
載
し
た
書
類
で
総
務
大
臣
が
適
当
と

認
め
る
も
の
を
添
付
し
た
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

認
め
る
も
の
を
添
付
し
た
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
型
式
適
合
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
額
は
、

該
個
別
検
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
額
は
、

別
表
第
三
に
定
め
る
額
（
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同

別
表
第
三
に
定
め
る
額
（
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
る
額
）
に
三
分
の
一
を
乗
じ

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
る
額
）
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
た
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。

て
た
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。

４

既
に
納
付
し
た
手
数
料
は
、
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
又

４

既
に
納
付
し
た
手
数
料
は
、
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
又

は
型
式
適
合
検
定
に
着
手
し
て
い
な
い
場
合
の
ほ
か
、
返
還
し
な
い
。

は
個
別
検
定

に
着
手
し
て
い
な
い
場
合
の
ほ
か
、
返
還
し
な
い
。

（
防
災
管
理
者
の
資
格
）

（
防
災
管
理
者
の
資
格
）

第
四
十
七
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第

第
四
十
七
条

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第

八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
掲
げ
る
者
で
、
前
条
の
防
火
対
象
物
（
以
下

か
に
掲
げ
る
者
で
、
前
条
の
防
火
対
象
物
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

「
防
災
管
理
対
象
物
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務

て
「
防
災
管
理
対
象
物
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務

を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
も

を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
又
は
監
督
的
な
地
位
に
あ
る
も

の
（
総
務
省
令
で
定
め
る
防
災
管
理
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
防
災
管
理
上
必

の
（
総
務
省
令
で
定
め
る
防
災
管
理
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
防
災
管
理
上
必

要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
及
び
知
識
を
有
す
る
も

要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ

の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
）
と
す
る
。

と
そ
の
他
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
）
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
防
災
管
理
者
の
責
務
）

（
防
災
管
理
者
の
責
務
）

第
四
十
八
条

防
災
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

第
四
十
八
条

防
災
管
理
対
象
物
に
つ
い
て
の
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
所

轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

防
災
管
理
者
は
、
前
項
の
消
防
計
画
に
基
づ
い
て
、
当
該
防
災
管
理
対
象

物
に
つ
い
て
避
難
の
訓
練
の
実
施
そ
の
他
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

①

（
略
）

２

防
災
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
防
災
管
理
に
係

る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
避
難
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
統
括
防
災
管
理
者
の
資
格
）

第
四
十
八
条
の
二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
第
四
十
七

条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
で
、
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
全

体
に
つ
い
て
の
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要

な
権
限
及
び
知
識
を
有
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た

す
も
の
と
す
る
。

（
統
括
防
災
管
理
者
の
責
務
）

第
四
十
八
条
の
三

統
括
防
災
管
理
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
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り
、
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計

画
を
作
成
し
、
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
２

統
括
防
災
管
理
者
は
、
前
項
の
消
防
計
画
に
基
づ
い
て
、
避
難
の
訓
練
の

実
施
、
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
廊
下
、
階
段
、
避
難
口
そ
の
他
の
避
難
上

必
要
な
施
設
の
管
理
そ
の
他
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防

災
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

統
括
防
災
管
理
者
は
、
防
災
管
理
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
災
管
理

上
必
要
な
業
務
を
行
う
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
防
災
管
理
対
象
物
の

管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
求
め
、
誠
実
に
そ
の
職
務
を
遂

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
火
災
以
外
の
災
害
時
に
お
け
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
等
）

（
火
災
以
外
の
災
害
時
に
お
け
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
等
）

第
四
十
九
条

自
衛
消
防
組
織
に
法
第
三
十
六
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

第
四
十
九
条

自
衛
消
防
組
織
に
法
第
三
十
六
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ

る
場
合
に
お
け
る
第
四
条
の
二
の
八
及
び
第
四
条
の
二
の
九
の
規
定
の
適
用

る
場
合
に
お
け
る
第
四
条
の
二
の
六
及
び
第
四
条
の
二
の
七
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
八
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災

に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
六
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災

管
理
者
」
と
、
「
に
お
い
て
、
」
と
あ
る
の
は
「
に
お
い
て
火
災
に
対
応
す

管
理
者
」
と
、
「
に
お
い
て
、
」
と
あ
る
の
は
「
に
お
い
て
火
災
に
対
応
す

る
た
め
の
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
事
項
を
、
防
災
管
理
に
係
る
消

る
た
め
の
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
事
項
を
、
防
災
管
理
に
係
る
消

防
計
画
に
お
い
て
火
災
以
外
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
」
と
、
第
四
条
の

防
計
画
に
お
い
て
火
災
以
外
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
」
と
、
第
四
条
の

二
の
九
中
「
火
災
の
被
害
」
と
あ
る
の
は
「
火
災
そ
の
他
の
災
害
の
被
害
」

二
の
七
中
「
火
災
の
被
害
」
と
あ
る
の
は
「
火
災
そ
の
他
の
災
害
の
被
害
」

と
す
る
。

と
す
る
。
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別
表
第
一
（
第
一
条
の
二
―
第
三
条
、
第
三
条
の
三
、
第
四
条
、
第
四
条
の
二

別
表
第
一
（
第
一
条
の
二
―
第
三
条
、
第
四
条
の
二

の
二
―
第
四
条
の
三
、
第
六
条
、
第
九
条
―
第
十
四
条
、
第
十
九
条
、
第
二

―
第
四
条
の
三
、
第
六
条
、
第
九
条
―
第
十
四
条
、
第
十
九
条
、
第
二

十
一
条
―
第
二
十
九
条
の
三
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
四
条

十
一
条
―
第
二
十
九
条
の
三
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
四
条

の
二
、
第
三
十
四
条
の
四
―
第
三
十
六
条
関
係
）

の
二
、
第
三
十
四
条
の
四
―
第
三
十
六
条
関
係
）

表
及
び
備
考

（
略
）

表
及
び
備
考

（
略
）

別
表
第
三
（
第
三
十
七
条
、
第
四
十
条
関
係
）

別
表
第
三
（
第
三
十
七
条
、
第
四
十
条
関
係
）

検
定
対
象
機
械
器
具

試
験
の
手
数
料
の
額

型
式
適
合
検
定
の
手

検
定
対
象
機
械
器
具

試
験
の
手
数
料
の
額

個
別
検
定

の
手

等
の
種
別

数
料
の
額

等
の
種
別

数
料
の
額

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

備
考

検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
種
別
の
欄
中
消
火
器
、
消
防
用
ホ
ー
ス
、

備
考

検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
種
別
の
欄
中
消
火
器
、
消
防
用
ホ
ー
ス
、

結
合
金
具
、
火
災
報
知
設
備
、
受
信
機
、
漏
電
火
災
警
報
器
及
び
金
属
製

結
合
金
具
、
火
災
報
知
設
備
、
受
信
機
、
漏
電
火
災
警
報
器
及
び
金
属
製

避
難
は
し
ご
の
細
分
と
し
て
定
め
る
用
語
並
び
に
試
験
の
手
数
料
の
額
の

避
難
は
し
ご
の
細
分
と
し
て
定
め
る
用
語
並
び
に
試
験
の
手
数
料
の
額
の

欄
及
び
型
式
適
合
検
定
の
手
数
料
の
額
の
欄
中
多
信
号
機
能
、
自
動
試
験

欄
及
び
個
別
検
定

の
手
数
料
の
額
の
欄
中
多
信
号
機
能
、
自
動
試
験

機
能
、
遠
隔
試
験
機
能
、
蓄
積
式
、
ア
ナ
ロ
グ
式
及
び
二
信
号
式
の
用
語

機
能
、
遠
隔
試
験
機
能
、
蓄
積
式
、
ア
ナ
ロ
グ
式
及
び
二
信
号
式
の
用
語

の
意
義
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

の
意
義
に
つ
い
て
は
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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○

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
（
附
則
第
二
項
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
消
防
大
学
校
）

（
消
防
大
学
校
）

第
百
五
十
二
条

消
防
庁
に
、
消
防
大
学
校
を
置
く
。

第
百
五
十
二
条

消
防
庁
に
、
消
防
大
学
校
を
置
く
。

２

消
防
大
学
校
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

２

消
防
大
学
校
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

消
防
法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
一
条

六

消
防
法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
一
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
又
は

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
又
は

同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
型
式
適
合
検
定
を
行
う
こ
と
。

同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
個
別
検
定

を
行
う
こ
と
。

七
・
八

（
略
）

七
・
八

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）



○
総
務
省
令
第
九
十
一
号

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
八
条
第
二
項
（
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
八
条
の
二
第
四
項
（
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
、
第
二

十
一
条
の
三
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
七
、
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
十
六
の
四

並
び
に
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
三
条
第
二
項
、
第
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
条

、
第
四
条
の
二
第
一
項
、
第
四
十
八
条
、
第
四
十
八
条
の
二
並
び
に
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
法
施

行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
九
日

樽
床

伸
二

総
務
大
臣

消
防
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
一
条
中
「
第
八
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
八
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
第
二
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
か
ら
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業

務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
三
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
チ
中
「
訓
練
の
」
の
下
に
「

定
期
的
な
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
十
八

条
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、
「
所
在
地
」
の
下
に
「
。
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
加
え
、
同

条
第
六
項
中
「
第
四
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
四
条
の
二
第
六
項
」
を
「
第

四
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
四
条
第
三
項
」
を
「
第
三
条
の
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
を
第
三
条
の
二
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
統
括
防
火
管
理
者
の
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
た
め
の
要
件
）

第
三
条
の
三

令
第
四
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。

一

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る



者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
権
限
の
う
ち
、
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適

切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る

者
か
ら
、
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
お
り
、

か
つ
、
当
該
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

三

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る

者
か
ら
、
当
該
防
火
対
象
物
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
そ
の
他
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管

理
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

第
四
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

統
括
防
火
管
理
者
は
、
令
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
防
火
対
象
物
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
並
び

に
そ
の
使
用
状
況
に
応
じ
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
に

係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
確
認
を
受
け
て
、
別
記
様
式
第
一



号
の
二
の
二
の
二
の
届
出
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
防
火

対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一

防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
当
該
権
原
の
範
囲
に
関
す
る
こ
と
。

二

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
一
部
が
当
該
防
火
対
象
物
の
関
係
者
及
び
関
係
者
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
者
（
当
該
防
火
対
象
物
の
部
分
の
関
係
者
及
び
関
係
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
を
含
む
。
）
以
外
の

者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

の
受
託
者
の
氏
名
及
び
住
所
並
び
に
当
該
受
託
者
の
行
う
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

の
範
囲
及
び
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

三

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
消
防
計
画
に
基
づ
く
消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
対
象
物
の
全
体

に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
の
定
期
的
な
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

四

廊
下
、
階
段
、
避
難
口
、
安
全
区
画
、
防
煙
区
画
そ
の
他
の
避
難
施
設
の
維
持
管
理
及
び
そ
の
案
内
に
関
す
る
こ
と
。

五

火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
、
通
報
連
絡
及
び
避
難
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

六

火
災
の
際
の
消
防
隊
に
対
す
る
当
該
防
火
対
象
物
の
構
造
そ
の
他
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
消
防
隊
の
誘
導
に
関
す



る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

第
四
条
の
二
第
二
項
中
「
を
含
む
も
の
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
前
項
第
四
号
の
」
を
「
の
統
括
防
火
管

理
者
は
、
前
項
の
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
を
含
む
も
の
の
管
理
に
つ

い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
第
一
項
第
四
号
の
」
を
「
の
統
括
防
火
管
理
者
は
、
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て

の
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
統
括
防
火
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
）

第
四
条
の
二

法
第
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
統
括
防
火
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
一
号

の
二
の
二
の
二
の
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
選
任
の
届
出
に
あ
つ
て
は
、
統
括
防
火
管
理
者
の
資
格
を
証
す
る
書
面
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
四
条
の
二
の
四
第
二
項
第
一
号
の
二
中
「
第
四
条
第
一
項
並
び
に
法
第
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
三
条
の
二
第
一
項

並
び
に
法
第
八
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
る
。



第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
四

条
の
二
」
を
「
第
三
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
の
七
第
三
項
第
二
号
中
「
（
そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該

防
火
対
象
物
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
の
氏
名
）
」
を
削
る
。

第
四
条
の
二
の
八
第
二
項
中
「
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
二
」
を
「
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
二
の
三
」
に
改

め
る
。

第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
第
二
号
中
「
（
そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該

防
火
対
象
物
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
の
氏
名
）
」
を
削
る
。

第
三
十
四
条
の
四
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
型
式
適
合
検
定
の
方
法
）

第
三
十
四
条
の
五

法
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
型
式
適
合
検
定
の
方
法
は
、
立
会
い
方
式
に
よ
る
方
法
と
す

る
。
た
だ
し
、
製
造
工
程
に
お
け
る
検
査
の
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
方
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



２

型
式
適
合
検
定
は
、
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
の
指
定
し
た
日
時
に
、
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
の
指
定
し
た
場
所
に

お
い
て
行
う
。

（
立
会
い
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
の
方
法
）

第
三
十
四
条
の
六

立
会
い
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
の
方
法
は
、
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
が
、
前
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
し
た
場
所
に
お
い
て
、
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
の
職
員
の
立
会
い
の
下
に
、
日
本
工
業
規
格
Ｚ
九
〇
一
五

―
一
に
よ
る
抜
取
検
査
方
式
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
認
め
る
方
法
（
次
条
に
お
い
て
「
型
式
適

合
検
定
抜
取
検
査
方
式
」
と
い
う
。
）
を
用
い
て
、
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
ロ
ッ
ト
ご
と
に
、
所
要
の
数
を
抜
き
取
り

、
当
該
検
定
対
象
機
械
器
具
等
が
法
第
二
十
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
型
式
承
認
を
受
け
た
型
式
に
適
合
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
の
方
法
）

第
三
十
四
条
の
七

デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
デ
ー
タ

審
査
方
式
申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
十
二
の
申
請
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関

に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



２

協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
は
、
前
項
に
規
定
す
る
申
請
に
係
る
型
式
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
る

場
合
に
は
、
当
該
型
式
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

当
該
型
式
が
、
直
近
の
立
会
い
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
十
回
以
上
連
続
し
て
合
格
し

て
い
る
こ
と
。

二

お
お
む
ね
三
ヶ
月
以
内
ご
と
に
当
該
型
式
に
係
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
型
式
適
合
検
定
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

当
該
型
式
に
係
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
を
製
造
す
る
工
場
、
事
業
所
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
に
お
い
て
、
品

質
を
確
保
す
る
管
理
体
制
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
。

３

協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
を
行
う
場
合
に
は
、
デ

ー
タ
審
査
方
式
申
請
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
手
続
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

デ
ー
タ
審
査
方
式
申
請
者
は
、
製
造
工
場
等
に
お
い
て
、
型
式
適
合
検
定
抜
取
検
査
方
式
を
用
い
て
、
検
定
対
象
機

械
器
具
等
の
ロ
ッ
ト
ご
と
に
、
所
要
の
数
を
抜
き
取
り
、
当
該
検
定
対
象
機
械
器
具
等
が
法
第
二
十
一
条
の
四
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
型
式
承
認
を
受
け
た
型
式
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。



二

デ
ー
タ
審
査
方
式
申
請
者
は
、
前
号
の
検
査
の
結
果
を
、
速
や
か
に
、
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
に
報
告
す
る
。

三

協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
検
査
の
結
果
を
確
認
し
、
当
該
検
査
に
係
る
審
査

結
果
を
、
速
や
か
に
、
デ
ー
タ
審
査
方
式
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
五
条
第
四
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

製
造
工
程
概
要
調
書
（
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
製
造
過
程
の
概
要
を
記
載
し
た
も
の
）
一
部

六

検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
技
術
上
の
規
格
に
関
す
る
社
内
に
お
け
る
検
査
体
制
に
係
る
調
書
一
部

第
三
十
九
条
の
見
出
し
を
「
（
型
式
適
合
検
定
の
申
請
書
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
個
別
検
定
」
を
「
型
式
適
合

検
定
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
申
請
が
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る

方
法
で
あ
つ
て
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

第
三
十
九
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
個
別
検
定
」
を
「
型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。



第
四
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
検
査
の
方
法
等
）
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の

一
項
を
加
え
る
。

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
方
法
は
、
製
造
又
は
輸
入
さ
れ
た
自
主
表
示
対
象
機
械
器

具
等
の
形
状
、
構
造
、
材
質
、
成
分
及
び
性
能
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
形
状
等
」
と
い
う
。
）
が
法
第
二
十
一
条
の

十
六
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ら
れ
た
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
形
状
等
及
び
法
第
二
十
一
条
の
十
六
の

三
第
一
項
の
表
示
を
付
す
位
置
を
記
載
し
た
設
計
図
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
設
計
図
書
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
適
切
な
検
査
設
備
及
び
検
査
方
法
に
よ
り
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
四
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

３

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
製
造
又
は
輸
入
を
業
と
す
る
者

が
検
査
記
録
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
種
類
及
び
型
式

二

検
査
に
用
い
た
設
計
図
書

三

検
査
の
項
目
、
内
容
及
び
判
定
方
法



四

検
査
を
行
つ
た
年
月
日
及
び
場
所

五

検
査
に
使
用
し
た
設
備
及
び
測
定
機
器

六

検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

七

検
査
を
行
つ
た
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
数
量

八

検
査
の
結
果

九

第
一
項
の
設
計
図
書
、
検
査
設
備
又
は
検
査
方
法
を
変
更
し
た
場
合
は
、
そ
の
変
更
履
歴

４

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
記
録
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
、
検
査
の
日
か

ら
五
年
と
す
る
。

５

第
三
項
に
規
定
す
る
検
査
記
録
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他

の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
以
下
、
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
記
録
す

る
こ
と
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
電
磁
的
方
法
に
よ
り
同
項
の
検
査
記
録
を
保
存
す
る
場
合

に
は
、
同
項
の
検
査
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
別
記
様
式
第
九
号
」
を
「
型
式
ご
と
に
別
記
様
式
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
第

二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

表
示
を
付
そ
う
と
す
る
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
が
法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令

で
定
め
る
当
該
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
に
係
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
書
類

第
四
十
四
条
の
七
第
二
号
中
「
個
別
検
定
を
第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
九
条
第
二
項
」
を
「
型
式
適
合
検
定
を
第
三
十
四

条
の
五
か
ら
第
三
十
四
条
の
七
ま
で
及
び
第
三
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
中
「
第
四
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
別
記
様
式
第
十
四
号
」
を
「

別
記
様
式
第
一
号
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
ホ
中
「
訓
練
の
」
の
下
に
「
定
期
的
な
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
と

あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
」
の
下
に
「
、
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
」
を
加
え

、
「
第
二
十
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
十
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ
」
に
、
「

、
同
条
第
三
項
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
」
を
「
、
「
所
在
地
。
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ

る
の
は
「
所
在
地
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
「
防
火
管
理

者
」
と
あ
る
の
は
」
に
改
め
、
「
、
「
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
に
係
る
」
と
」
を
削
り
、
「
と
あ
る
の
は
「



令
第
四
十
六
条
」
と
」
の
下
に
「
、
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
」
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
の
九
中
「
第
四
条
の
規
定
」
を
「
第
三
条
の
二
の
規
定
」
に
改
め
、
同
条
後
段
を
削
る
。

第
五
十
一
条
の
十
一
の
見
出
し
を
「
（
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
）
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
四
条
の
二
の
規
定
」
を
「
第
四
条
の
規
定
」
に
、
「
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
八
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
」
を
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
災
管
理
に
係
る

消
防
計
画
の
作
成
又
は
変
更
」
に
、
「
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
共
同
防
火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の

は
「
共
同
防
災
管
理
協
議
会
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」
と
、
「
防
火
管
理
上

」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
消
火
、
通
報
、
避
難
の
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
避
難
の
訓
練
」
と

、
「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
同
項
第
五
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
柱
書
き
中
「
統
括
防
火
管
理

者
」
と
あ
る
の
は
「
統
括
防
災
管
理
者
」
と
、
「
防
火
対
象
物
の
位
置
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
位
置

」
と
、
「
防
火
対
象
物
の
管
理
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
管
理
」
と
、
同
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
六

号
及
び
第
七
号
中
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
防
火

管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
対
象
物
」
と



あ
る
の
は
「
避
難
の
訓
練
そ
の
他
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
同
項
第
四
号
」
に
、
「
同
項
第
六
号
」
を
「
同
項
第
五

号
」
に
、
「
同
項
第
七
号
」
を
「
同
項
第
六
号
」
に
、
「
同
項
第
八
号
中
「
共
同
防
火
管
理
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管

理
」
と
」
を
「
同
項
第
七
号
中
「
防
火
管
理
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
」
と
」
に
、
「
第
六
項
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項

」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
と
」
を
「
第
六
項
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
」
と
あ
る

の
は
「
第
三
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
「
統
括
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
統
括
防

災
管
理
者
」
と
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
と
し
、
第
五
十
一
条
の
十
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
統
括
防
災
管
理
者
の
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
た
め
の
要
件
）

第
五
十
一
条
の
十
一

第
三
条
の
三
の
規
定
は
、
令
第
四
十
八
条
の
二
の
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
三
中
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
「
防
火
管
理

上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
統
括
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
三

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
第
四
項



の
規
定
に
よ
る
統
括
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
一
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
の
二
第
一
項
」
に
、
「
第
八
条
の
二
第
二
項
」

を
「
第
八
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
十
四
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
十
五
中
「
第
四
条
の
二
の
七
第
一
項
第
一
号
中
」
を
「
第
四
条
の
二
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
防
火

対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
同
条
第
一
項
柱
書
き
中
「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

三
十
六
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
一
号
中
」
に
、
「
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
共
同
防
火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の
は
「

共
同
防
災
管
理
協
議
会
」
と
」
を
「
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名

」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
」

と
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
十
七
中
「
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
共
同
防
火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管
理
協
議
会

」
と
」
を
「
、
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
法
第
八
条
の

二
の
三
第
四
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
四
項
第
一
号



」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
六
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
」
と
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
の
十
八
中
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
（
そ

の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
共
同

防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
及
び
共
同
防
災
管
理
協
議
会
の
代
表
者
の
氏
名
）
」
を
削
る
。

第
五
十
一
条
の
十
九
中
「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
（
そ

の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
共
同

防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
及
び
共
同
防
災
管
理
協
議
会
の
代
表
者
の
氏
名
）
」
を
削
る
。

別
記
様
式
第
一
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式第１号の２（第３条、第５１条の８関係） 
 

消防計画作成（変更）届出書 
年  月  日  

消防長（消防署長）（市町村長）殿 
防火                                        
防災                                        

 住 所                        

氏 名                    ㊞  

管理権原者                             

住 所                       
（法人の場合は、名称及び代表者氏名）      

氏 名                    ㊞  
         
別添のとおり、     管理に係る消防計画を作成（変更）したので届け出ます。  

 
防 火 対 象 物 

又は      の所在地 
建築物その他の工作物 

 
 
 

防 火 対 象 物 
又は      の名称 

建築物その他の工作物 
（変更の場合は、変更後の名称） 

 
 
 
 

防 火 対 象 物 
又は        の用途 

建築物その他の工作物 
（変更の場合は、変更後の用途） 

 
 
 
 

令別表第１ 
 

(   ) 項   

その他必要な事項 
（変更の場合は、主要な変更事項） 

 
 
 

※ 受 付 欄 ※ 経 過 欄 
 
 
 
 

 
 
 
 

備考 
 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A４とすること。 
 
 ２     の横書きの文字については、該当しない文字を横線で消すこと。 
 
 ３ ※印の欄は記入しないこと。 

防火 
防災 

管理者 

「防火 
防災」 



別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式第１号の２の２（第３条の２、第５１条の９関係） 

      管理者選任（解任）届出書 

年  月  日  

消防長（消防署長）（市町村長）殿 

届出者 

住 所                  

 

氏 名                ㊞ 

 下記のとおり、     管理者を選任（解任）したので届け出ます。 

記 

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物 

又 

は 

防

火

対

象

物

 

所 在 地  

名 称 電話（  ）          

用 途  令別表第１ （  ）項 収容人員  

種 別 □甲種  □乙種 管理権原 □単一権原  □複数権原 

区 分 名 称     用 途 収容人員 

※令第２条を適用す

るもの 

   

   

※令第３条第３項を

適用するもの 

   

   

 

防

火

・

防

災

管

理

者 

選

任 

氏名
フリガナ

・ 生 年 月 日 年  月  日生  

住 所  

選 任 年 月 日 年  月  日   

職 務 上 の 地 位  

資

格 
講 

習 

種   別 □甲種（□新規講習 □再講習）□乙種 □防災管理（□新規講習 □再講習） 

講 習 機 関   

修了年月日     年  月  日     年  月  日 

そ の 他 
令第３条第１項第  号(     ) 令第４７条第１項第 号(    ) 

規則第２条第  号(       ) 規則第５１条の５第 号(    )  

解

任 

氏 名                      

解 任 年 月 日 年  月  日 

解 任 理 由  

そ の 他 必 要 事 項 

 

 

 

※※ 受 付 欄 ※※ 経 過 欄 

 

 

 

 

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 
  ｢      
      ｣  
３ ※印の欄は、消防法施行令第２条を適用するものにあっては同一敷地内にある同令第１条の２の防 

火対象物ごとに、同令第３条第３項を適用するものにあっては管理権原に属する部分ごとに記入す 
ること。 

４ 消防法施行令第１条の２第３項第２号及び第３号の防火対象物にあってはその他必要な事項の欄 
に工事が完了した際の防火対象物の規模を記入すること。 

５ 消防法施行令第３条第２項又は同令第４７条括弧書を適用するものにあってはその他必要な事項 
の欄に管理的又は監督的な地位にある者のいずれもが防火及び防災管理上必要な業務を適切に遂 
行することができない理由を記入すること。 

   ６ □印のある欄については、該当の□印にレを付けること。 
７ ※※印の欄は、記入しないこと。 

  

  

  

  
（法人の場合は、名称及び代表者氏名） 

防火 

防災 

防火 

防災 

防火 
防災 の横書きの文字については、該当しない文字を横線で消すこと。 

 

２ 



別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
二
を
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
二
の
三
と
し
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
次
に

次
の
二
様
式
を
加
え
る
。



別記様式第１号の２の２の２（第４条、第５１条の１１の２関係） 
 

全体についての消防計画作成（変更）届出書 
年  月  日  

消防長（消防署長）（市町村長）殿 
統括    管理者             

 
 住 所                      

氏 名                  ㊞  

管理権原者                 

住 所                     
（法人の場合は、名称及び代表者氏名）      

氏 名                  ㊞  
 
別添のとおり、全体についての    管理に係る消防計画を作成（変更）した

ので届け出ます。 
 
 防 火 対 象 物  

又は      の所在地 
 建築物その他の工作物 

 
 

 防 火 対 象 物 
   又は      の名称 
建築物その他の工作物 
（変更の場合は、変更後の名称） 

 
 
 

 防 火 対 象 物 
   又は      の用途 
建築物その他の工作物 
（変更の場合は、変更後の用途） 

 令別表第１ 
 
(   ) 項   

 

その他必要な事項 
（変更の場合は、主要な変更事項） 

 
 
 

※ 受 付 欄 ※ 経 過 欄 
 
 
 

 
 
 

備考 
 １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A４とすること。 
 
 ２     の横書きの文字については、該当しない文字を横線で消すこと。 
 
 ３ ※印の欄は記入しないこと。 

防火 
防災 

防火 
防災 

「防火 
防災」 



別記様式第１号の２の２の２の２（第４条の２、第５１条の１１の３関係） 

 
統括      管理者選任（解任）届出書 

年  月  日  

消防長（消防署長）（市町村長）殿 

届出者                       

住所                      

                                                   
                               
 
 

 下記のとおり、統括     管理者を選任（解任）したので届け出ます。 

記  

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物 

 
 

又

は

 
 
 

 

防

火

対

象

物 

所 在 地  

名 称 電話（  ）          

用 途  令 別 表 第 １ （   ）項 

種 別 □ 甲 種 □ 乙 種 収 容 人 員  

統

括

防

火

・

防

災

管

理

者 

選

任 

氏名
フリガナ

・ 生 年 月 日 年  月  日生  

住 所 
 

 

選 任 年 月 日  年   月   日 

資

格 

講 
習 

種  別 □ 甲 種  □ 乙 種 □ 防災管理に関する講習 

講 習 機 関   

修了年月日      年   月   日    年   月   日 

そ の 他 

□ 令 第 ３ 条 第 １ 項 第  号  

(                ) 

□令第４７条第１項第 号  

(              ) 

□ 規 則 第 ２ 条 第  号  

(                ) 

□規則第５１条の５第 号  

(              ) 

解

任 

氏       名  

解 任 年 月 日 年   月   日 

解 任 理 由  

そ の 他 必 要 事 項 

 

 

 

※ 受 付 欄  ※ 経 過 欄 

 

 

 

 

 

 

 

 
備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

｢ 

｣ 

３ □印のある欄については、該当の□印にレを付けること。 

４ ※印の欄は、記入しないこと。 
 

 （法人の場合は、名称及び代表者氏名）

 

 

 氏名 ㊞ 

 

 

防火 

防災 

防火 
防災 

防火 

防災 

２ の横書きの文字については、該当しない文字を横線で消すこと。 

 



別
記
様
式
第
一
号
の
十
一
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
。



別記様式第１号の 12（第 39 条の７関係） 

 

データ審査方式申請書 

 

 

年    月    日 

 

日本消防検定協会 

（登録検定機関） 

 

 

申請者 

 

住 所 

 

氏 名                ㊞ 

 

電話番号 

 

                       

下記について、データ審査方式を申請します。 

 

 

記 

 
 

種 別 

 

 

 

型 式 

 

 

 

型 式 番 号 

 

 

 

検 査 実 施 場 所 

 

 

 

備 考 

 

 

 備考 この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法人の場合は、名 
称及び代表者氏名 

殿 



別
記
様
式
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式第 7 号（第 39 条関係） 

 

型 式 適 合 検 定 申 請 書  

 

 

年    月    日 

 

日本消防検定協会 

（登録検定機関） 

 

 

申請者 

 

住 所 

 

氏 名                ㊞ 

 

電話番号 

 

                       

下記について、型式適合検定を申請します。 

 

 

記 

 
   

種別   

  

   

型式 

      

型式番号 

 

  

申 請 数 量 

 受  検  物 

   

製造番号 

 

№    ～№ 

 

受 検 希 望 年 月 日 

   

 

 

受 検 希 望 場 所 

   

 

 

型 式 適 合 検 定 方 式 

 

 

 

手 数 料 

 

  

単価 

    

円 

 

合計 

 

円 

 

備 考 

 

 

 備考 この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

 
 
 
 
 

法人の場合は、名 
称及び代表者氏名 

殿 



別
記
様
式
第
十
四
号
及
び
別
記
様
式
第
十
五
号
を
削
る
。

（
日
本
消
防
検
定
協
会
の
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

日
本
消
防
検
定
協
会
の
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
号
中
「
個
別
検
定
」
を
「
型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
、
第
六
号
中
「
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
の
鑑
定
」
を

「
依
頼
に
応
じ
、
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
に
関
す
る
評
価
」
に
改
め
る
。

（
日
本
消
防
検
定
協
会
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

日
本
消
防
検
定
協
会
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
自
治
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
個
別
検
定
」
を
「
型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等

の
鑑
定
」
を
「
依
頼
に
応
じ
、
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
に
関
す
る
評
価
」
に
改
め
る
。

（
総
務
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

総
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
総
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
三
百
三
十
二
条
第
四
号
及
び
第
三
百
三
十
七
条
第
二
号
中
「
個
別
検
定
」
を
「
型
式
適
合
検
定
」
に
改
め
る
。

（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五

年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の
項
中
「
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
、
第
四
条
の
二
の
八

第
七
項
」
を
「
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
（
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
条
の
二
の

八
第
七
項
（
第
五
十
一
条
の
十
六
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
並
び
に
第
四
十
四
条
の
十
二
」
を
「
、

第
四
十
四
条
の
十
二
、
第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
並
び
に
第
五
十
一
条
の
九
」
に
改
め
る
。

（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五

年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の
項
中
「
第
三
十
四
条
の
二
の
三
」
の
下
に
「
、
第
三
十

四
条
の
七
」
を
加
え
、
「
第
三
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条
」
に
改
め
る
。



（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五

年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の
項
中
「
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
」
を
「
第
三
条
第
一

項
、
第
三
条
の
二
、
第
四
条
第
一
項
、
第
四
条
の
二
」
に
、
「
並
び
に
第
五
十
一
条
の
九
」
を
「
、
第
五
十
一
条
の
九
、
第

五
十
一
条
の
十
一
の
二
並
び
に
第
五
十
一
条
の
十
一
の
三
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
五
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
消
防
法
施
行
規
則
第
一
条
、
第
二
条
の
二
及
び
第
三
条
の
改
正
規
定
、
同
令
第
四
条
を
第
三
条
の
二
と
し
、

同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
四
条
の
二
の
改
正
規
定
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
一
条
を

加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
四
条
の
二
の
四
及
び
第
四
条
の
二
の
六
か
ら
第
四
条
の
二
の
九
ま
で
の
改
正
規
定
、
同
令
第



五
十
一
条
の
八
、
第
五
十
一
条
の
九
及
び
第
五
十
一
条
の
十
一
の
改
正
規
定
、
同
条
を
同
令
第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
と

す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
五
十
一
条
の
十
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
の
次
に
一

条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
令
第
五
十
一
条
の
十
二
、
第
五
十
一
条
の
十
四
、
第
五
十
一
条
の
十
五
及
び
第
五
十
一

条
の
十
七
か
ら
第
五
十
一
条
の
十
九
ま
で
の
改
正
規
定
並
び
に
第
七
条
の
規
定

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日



消
防
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案

新
旧
対
照
表

目

次

１

○

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
（
第
一
条
関
係
）

○

日
本
消
防
検
定
協
会
の
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
（
第
二
条
関
係
）

33

○

日
本
消
防
検
定
協
会
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
自
治
省
令
第
二
十
八
号
）
（
第
三
条
関
係
）

34

○

総
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
総
務
省
令
第
一
号
）
（
第
四
条
関
係
）

35

○

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
（
第
五
条
関
係

）

36

○

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
（
第
六
条
関
係

）

38

○

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
（
第
七
条
関
係

）

40
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○

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
措
置
命
令
等
を
発
し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方
法
）

（
措
置
命
令
等
を
発
し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方
法
）

第
一
条

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い

第
一
条

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
五
条
第
三
項
（
法
第
五
条
の
二
第
二
項
、
法
第
五
条
の
三
第
五
項

う
。
）
第
五
条
第
三
項
（
法
第
五
条
の
二
第
二
項
、
法
第
五
条
の
三
第
五
項

、
法
第
八
条
第
五
項
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

、
法
第
八
条
第
五
項
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
法
第
八
条
の
二
第
七
項
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準

含
む
。
）
、
法
第
八
条
の
二
第
四
項
（
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
八
条
の
二
の
五
第
四
項
又
は
法
第
十
七
条

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法
第
八
条
の
二
の
五
第
四
項
又
は
法
第
十
七
条

の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
総
務
省

の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
総
務
省

令
で
定
め
る
方
法
は
、
公
報
へ
の
掲
載
そ
の
他
市
町
村
長
が
定
め
る
方
法
と

令
で
定
め
る
方
法
は
、
公
報
へ
の
掲
載
そ
の
他
市
町
村
長
が
定
め
る
方
法
と

す
る
。

す
る
。

（
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

（
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

お
け
る
防
火
管
理
者
の
資
格
）

お
け
る
防
火
管
理
者
の
資
格
）

第
二
条
の
二

令
第
三
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
防
火
対
象
物
は
、
次

第
二
条
の
二

令
第
三
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
防
火
対
象
物
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
と
す
る
。

の
各
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２

令
第
三
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

２

令
第
三
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

要
件
と
す
る
。

要
件
と
す
る
。

一

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
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を
有
す
る
者
か
ら
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め

に
必
要
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原

一

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原

を
有
す
る
者
か
ら
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た

を
有
す
る
者
か
ら
、
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た

文
書
を
交
付
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を

文
書
を
交
付
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を

有
し
て
い
る
こ
と
。

有
し
て
い
る
こ
と
。

三

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原

二

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原

を
有
す
る
者
か
ら
、
当
該
防
火
対
象
物
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況

を
有
す
る
者
か
ら
、
当
該
防
火
対
象
物
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況

そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
お
り
、
か
つ

そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
お
り
、
か
つ

、
当
該
事
項
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

、
当
該
事
項
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

（
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
）

（
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
）

第
三
条

防
火
管
理
者
は
、
令
第
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
防
火
対

第
三
条

防
火
管
理
者
は
、
令
第
四
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
防
火
対

象
物
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
並
び
に
そ
の
使
用
状
況
に
応
じ
、
次

象
物
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
並
び
に
そ
の
使
用
状
況
に
応
じ
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
、
お
お
む
ね
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
、
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
受

い
て
、
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
受

け
て
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
届

け
て
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
届

出
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
（
消
防
本
部
を
置
か
な
い
市
町
村
に
お

出
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
（
消
防
本
部
を
置
か
な
い
市
町
村
に
お

い
て
は
、
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば

い
て
は
、
市
町
村
長
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す

な
ら
な
い
。
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す

る
。

る
。

一

令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
及
び
同
項
第
二

一

令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
及
び
同
項
第
二
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号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
仮
使
用
の
承
認
を
受
け
た
も
の
又
は
そ
の
部

号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
仮
使
用
の
承
認
を
受
け
た
も
の
又
は
そ
の
部

分
に
限
る
。
）

分
に
限
る
。
）

イ
～
ト

（
略
）

イ
～
ト

（
略
）

チ

消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
の

チ

消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
の

定
期
的
な
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

実
施
に
関
す
る
こ
と
。

リ
～
ヺ

（
略
）

リ
～
ヺ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

２

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
一
部
が
当
該
防
火
対
象
物
の
関
係
者
（
所
有

２

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
一
部
が
当
該
防
火
対
象
物
の
関
係
者
（
所
有

者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
関
係
者
に
雇
用
さ

者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
関
係
者
に
雇
用
さ

れ
て
い
る
者
（
当
該
防
火
対
象
物
で
勤
務
し
て
い
る
者
に
限
る
。
第
四
条
第

れ
て
い
る
者
（
当
該
防
火
対
象
物
で
勤
務
し
て
い
る
者
に
限
る
。
第
二
十
八

一
項
第
二
号
、
第
二
十
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ
及
び
第
二
十
九
条
第
二

条
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ

及
び
第
二
十
九
条
第
二

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ

て
は
、
当
該
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
は
、
前
項
の
消
防
計
画
に
、
当
該

て
は
、
当
該
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
は
、
前
項
の
消
防
計
画
に
、
当
該

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
（
法
第
十
七
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
消
防
用

防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
（
法
第
十
七
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
消
防
用

設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
に
つ
い
て
の
点
検
を
除
く
。
以
下
こ
の
項

設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
に
つ
い
て
の
点
検
を
除
く
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
受
託
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
受
託
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名

称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
。
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ

称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

。
）
並
び
に
当
該
受
託
者
の
行
う
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
範
囲
及
び
方

）
並
び
に
当
該
受
託
者
の
行
う
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
範
囲
及
び
方

法
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

６

東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

６

東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
南

法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
南
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海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
（
次
項
及
び

海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
（
次
項
及
び

第
四
条
第
四
項

に
お
い
て
「
推
進
地
域
」
と
い
う
。
）
に
所
在
す
る
令

第
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
「
推
進
地
域
」
と
い
う
。
）
に
所
在
す
る
令

第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
東
南
海
・

第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
東
南
海
・

南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（

南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（

平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
十
三

平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
十
三

号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
施
設
（
同
法
第
六
条
第
一
項

号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
施
設
（
同
法
第
六
条
第
一
項

に
規
定
す
る
者
が
管
理
す
る
も
の
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

に
規
定
す
る
者
が
管
理
す
る
も
の
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
東
南
海
・
南
海
地
震
（
以
下
「
東
南
海
・
南
海
地
震
」
と
い
う
。
）
に
伴

る
東
南
海
・
南
海
地
震
（
以
下
「
東
南
海
・
南
海
地
震
」
と
い
う
。
）
に
伴

い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
五

い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定

条
第
一
項
に
規
定
す
る
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定

め
る
者
が
管
理
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
防
火
管
理
者
は
、
第
一
項
の
消
防

め
る
者
が
管
理
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
防
火
管
理
者
は
、
第
一
項
の
消
防

計
画
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

計
画
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

７

（
略
）

７

（
略
）

８

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進

８

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地

の
規
定
に
よ
り
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
（
次
項
及
び
第
四
条
第
六
項

に
お
い
て
「

域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
（
次
項
及
び
第
四
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
「

推
進
地
域
」
と
い
う
。
）
に
所
在
す
る
令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
規

推
進
地
域
」
と
い
う
。
）
に
所
在
す
る
令
第
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
規

定
す
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に

定
す
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に

係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

（
平
成
十
七

係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

（
平
成
十
七

年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
十
三
号
、
第
十

年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
）
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
十
三
号
、
第
十
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四
号
及
び
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
施
設
（
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す

四
号
及
び
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
施
設
（
同
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す

る
者
が
管
理
す
る
も
の
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海

る
者
が
管
理
す
る
も
の
を
除
き
、
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海

溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
（
以
下
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海

溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
（
以
下
「
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海

溝
型
地
震
」
と
い
う
。
）
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を

溝
型
地
震
」
と
い
う
。
）
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を

講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海
溝
・
千
島
海

講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
が
管
理
す
る
も

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
が
管
理
す
る
も

の
に
限
る
。
）
の
防
火
管
理
者
は
、
第
一
項
の
消
防
計
画
に
次
に
掲
げ
る
事

の
に
限
る
。
）
の
防
火
管
理
者
は
、
第
一
項
の
消
防
計
画
に
次
に
掲
げ
る
事

項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

９

（
略
）

９

（
略
）

令
別
表
第
一
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
、
㈨
項
イ
、

項
イ

令
別
表
第
一
㈠
項
か
ら
㈣
項
ま
で
、
㈤
項
イ
、
㈥
項
、
㈨
項
イ
、

項
イ





10

10

又
は

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
は
、
令
第
三
条
の
二
第

又
は

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
は
、
令
第
四
条
第
三
項







二
項
の
消
火
訓
練
及
び
避
難
訓
練
を
年
二
回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
消
火
訓
練
及
び
避
難
訓
練
を
年
二
回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

（
略
）

（
略
）

11

11

（
防
火
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
）

（
防
火
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
）

第
三
条
の
二

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
防
火
管
理
者
の
選
任
又
は
解

第
四
条

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
防
火
管
理
者
の
選
任
又
は
解

任
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な

任
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
つ
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
統
括
防
火
管
理
者
の
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
た
め
の
要
件
）

第
三
条
の
三

令
第
四
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
要
件
と
す
る
。

一

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防

火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す

る
権
限
の
う
ち
、
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必

要
な
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防

火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
か
ら
、
当
該
防
火
対
象
物

の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
る

こ
と
。

三

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
防

火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
か
ら
、
当
該
防
火
対
象
物

の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
そ
の
他
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ

い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
お
り
、
か
つ

、
当
該
事
項
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

（
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
）

（
共
同
防
火
管
理
の
協
議
を
す
べ
き
事
項
）

第
四
条

統
括
防
火
管
理
者
は
、
令
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

第
四
条
の
二

法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に

、
防
火
対
象
物
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
並
び
に
そ
の
使
用
状
況
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
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応
じ
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に

一

防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
に
よ
り
組
織
す
る
共

つ
い
て
の
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
当
該
防
火
対
象
物
の
管

同
防
火
管
理
協
議
会
の
設
置
及
び
運
用
に
関
す
る
こ
と
。

理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
確
認
を
受
け
て
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二

二

前
号
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
（
防
火
対
象
物
の
所
有
者
そ

の
二
の
二
の
届
出
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け

の
他
の
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
う
ち
主

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理

要
な
者
で
、
共
同
防
火
管
理
協
議
会
を
代
表
す
る
も
の
を
い
う
。
第
四
条

に
係
る
消
防
計
画
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

の
二
の
七
第
三
項
第
二
号
、
第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
第
二
号
、
第
五
十

一

防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
当
該
権
原
の
範
囲

一
条
の
十
八
第
三
項
第
二
号
及
び
第
五
十
一
条
の
十
九
第
二
項
第
二
号
に

に
関
す
る
こ
と
。

お
い
て
同
じ
。
）
の
選
任
に
関
す
る
こ
と
。

二

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
一
部
が

三

統
括
防
火
管
理
者
（
当
該
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
と
な
る
べ
き
資

当
該
防
火
対
象
物
の
関
係
者
及
び
関
係
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
（
当
該

格
を
有
す
る
者
の
う
ち
、
当
該
防
火
対
象
物
全
体
に
わ
た
る
防
火
管
理
上

防
火
対
象
物
の
部
分
の
関
係
者
及
び
関
係
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
を
含

必
要
な
業
務
を
統
括
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
選
任
及
び
当
該

む
。
）
以
外
の
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該

統
括
防
火
管
理
者
に
付
与
す
べ
き
防
火
管
理
上
必
要
な
権
限
に
関
す
る
こ

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
受
託
者
の

と
。

氏
名
及
び
住
所
並
び
に
当
該
受
託
者
の
行
う
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い

四

防
火
対
象
物
全
体
に
わ
た
る
消
防
計
画
の
作
成
並
び
に
そ
の
計
画
に
基

て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
の
範
囲
及
び
方
法
に
関
す
る
こ
と
。

づ
く
消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
管
理
上
必
要
な
訓
練
の

三

防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
消
防
計
画
に
基
づ
く
消
火
、
通
報
及

実
施
に
関
す
る
こ
と
。

び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必

五

避
難
通
路
、
避
難
口
、
安
全
区
画
、
防
煙
区
画
そ
の
他
の
避
難
施
設
の

要
な
訓
練
の
定
期
的
な
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

維
持
管
理
及
び
そ
の
案
内
に
関
す
る
こ
と
。

四

廊
下
、
階
段
、
避
難
口
、
安
全
区
画
、
防
煙
区
画
そ
の
他
の
避
難
施
設

六

火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
、

の
維
持
管
理
及
び
そ
の
案
内
に
関
す
る
こ
と
。

通
報
連
絡
及
び
避
難
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

五

火
災
、
地
震
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
消
火
活
動
、

七

火
災
の
際
の
消
防
隊
に
対
す
る
当
該
防
火
対
象
物
の
構
造
そ
の
他
必
要

通
報
連
絡
及
び
避
難
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

な
情
報
の
提
供
及
び
消
防
隊
の
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。
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六

火
災
の
際
の
消
防
隊
に
対
す
る
当
該
防
火
対
象
物
の
構
造
そ
の
他
必
要

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
共
同
防
火
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

な
情
報
の
提
供
及
び
消
防
隊
の
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防

火
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

２

強
化
地
域
に
所
在
す
る
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物

２

強
化
地
域
に
所
在
す
る
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物

の
う
ち
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第
一
号
、
第
二
号

の
う
ち
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
第
一
号
、
第
二
号

、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
施
設
（
大
規
模
地

、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
施
設
（
大
規
模
地

震
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
管
理
す
る
も
の
を
除

震
対
策
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
管
理
す
る
も
の
を
除

く
。
）
の
統
括
防
火
管
理
者
は
、
前
項
の
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て
の

く
。
）
を
含
む
も
の
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
前
項
第
四
号

消
防
計
画
に
第
三
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

の
消
防
計
画
に
第
三
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

４

推
進
地
域
に
所
在
す
る
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物

４

推
進
地
域
に
所
在
す
る
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物

の
う
ち
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

の
う
ち
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
施
行
令
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び

別
措
置
法
施
行
令
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
及
び

第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
施
設
（
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対

第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
施
設
（
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
管
理
す

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
管
理
す

る
も
の
を
除
き
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震

る
も
の
を
除
き
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震

防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
東
南
海

防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
東
南
海

・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
が
管
理
す
る
も
の
に
限

・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
が
管
理
す
る
も
の
に
限

る
。
）
の
統
括
防
火
管
理
者
は
、
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の
全
体
に
つ
い
て

る
。
）
を
含
む
も
の
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
第
一
項
第
四

の

消
防
計
画
に
第
三
条
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な

号
の
消
防
計
画
に
第
三
条
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。

ら
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

６

推
進
地
域
に
所
在
す
る
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物

６

推
進
地
域
に
所
在
す
る
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物

の
う
ち
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策

の
う
ち
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
十
三

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
十
三

号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
施
設
（
日
本
海
溝
・
千
島
海

号
、
第
十
四
号
及
び
第
二
十
四
号
に
規
定
す
る
施
設
（
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
管
理
す
る
も
の
を
除
き
、
日
本
海
溝
・
千

第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
が
管
理
す
る
も
の
を
除
き
、
日
本
海
溝
・
千

島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を

島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を

講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海
溝
・
千
島
海

講
ず
べ
き
者
と
し
て
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
海
溝
・
千
島
海

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
が
管
理
す
る
も

溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
基
本
計
画
で
定
め
る
者
が
管
理
す
る
も

の
に
限
る
。
）
の
統
括
防
火
管
理
者
は
、
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の
全
体
に

の
に
限
る
。
）
を
含
む
も
の
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
第
一

つ
い
て
の

消
防
計
画
に
第
三
条
第
八
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け

項
第
四
号
の
消
防
計
画
に
第
三
条
第
八
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

７

（
略
）

７

（
略
）

（
統
括
防
火
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
）

第
四
条
の
二

法
第
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
統
括
防
火
管
理
者
の
選

任
又
は
解
任
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
二
の
二
に
よ
る
届

出
書
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
届
出
書
に
は
、
選
任
の
届
出
に
あ
つ
て
は
、
統
括
防
火
管
理
者
の

資
格
を
証
す
る
書
面
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
防
火
対
象
物
の
点
検
及
び
報
告
）

（
防
火
対
象
物
の
点
検
及
び
報
告
）

第
四
条
の
二
の
四

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
は
、
一

第
四
条
の
二
の
四

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
は
、
一

年
に
一
回
行
う
も
の
と
す
る
。

年
に
一
回
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有

２

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有

す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
結
果
を
防
火
管
理
維
持
台

す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
結
果
を
防
火
管
理
維
持
台

帳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
編
冊
し
た
も
の
を
い
う
。
）
に
記
録
す
る

帳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
編
冊
し
た
も
の
を
い
う
。
）
に
記
録
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
と
も
に
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

一
の
二

第
三
条
第
一
項
、
第
三
条
の
二
第
一
項
並
び
に
法
第
八
条
の
二
第

一
の
二

第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
並
び
に
法
第
八
条
の
二
第
二
項

四
項
及
び
法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し

及
び
法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し

二
～
十

（
略
）

二
～
十

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
防
火
対
象
物
の
点
検
基
準
）

（
防
火
対
象
物
の
点
検
基
準
）

第
四
条
の
二
の
六

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準

第
四
条
の
二
の
六

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
三
条
第
一
項
及
び
第
三
条
の
二
第
一
項
の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

一

第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項

の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

。

。

一
の
二
・
二

（
略
）

一
の
二
・
二

（
略
）

三

法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
層
建
築
物
又
は
令
第
三
条
の
三

三

法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
高
層
建
築
物
又
は
令
第
四
条
の
二

に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
で
そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る

に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
で
そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
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も
の
又
は
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
下
街
で
そ
の
管
理
に
つ

も
の
又
は
法
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
下
街
で
そ
の
管
理
に
つ

い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
消
防
長
若
し
く
は
消
防
署
長
が

い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
消
防
長
若
し
く
は
消
防
署
長
が

指
定
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
事
項
が
適
切
に
行

指
定
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
事
項
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
。

わ
れ
て
い
る
こ
と
。

四
～
九

（
略
）

四
～
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
表
示
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
表
示
）

第
四
条
の
二
の
七

法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
表
示
は
、
同
条
第
一
項
の

第
四
条
の
二
の
七

法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
表
示
は
、
同
条
第
一
項
の

防
火
対
象
物
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
付
す

防
火
対
象
物
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号

３

法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名

二

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
（
そ
の
管
理

に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
防
火

対
象
物
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
の
氏
名
）

三

（
略
）

三

（
略
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
）
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第
四
条
の
二
の
八

法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め

第
四
条
の
二
の
八

法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め

る
基
準
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
の
検
査
に

る
基
準
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署
長
の
検
査
に
お

お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

２

法
第
八
条
の
二
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
別
記
様
式
第
一
号

２

法
第
八
条
の
二
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
別
記
様
式
第
一
号

の
二
の
二
の
二
の
三
の
申
請
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

の
二
の
二
の
二

の
申
請
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３
～
７

（
略
）

３
～
７

（
略
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示
）

第
四
条
の
二
の
九

法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
表
示
は
、
別
表
第
一
の
二

第
四
条
の
二
の
九

法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
表
示
は
、
別
表
第
一
の
二

に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
防
火
対
象
物
の
見
や
す
い
箇
所
に

に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
防
火
対
象
物
の
見
や
す
い
箇
所
に

付
す
る
も
の
と
す
る
。

付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号

２

法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名

二

法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
（
そ
の
管
理

に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
防
火

対
象
物
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
の
氏
名
）

三

（
略
）

三

（
略
）

（
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
る
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備

（
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
範
囲
か
ら
除
か
れ
る
ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備

）

）
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第
三
十
四
条
の
四

（
略
）

第
三
十
四
条
の
四

（
略
）

（
型
式
適
合
検
定
の
方
法
）

第
三
十
四
条
の
五

法
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
型
式
適
合
検
定

の
方
法
は
、
立
会
い
方
式
に
よ
る
方
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
製
造
工
程
に
お

け
る
検
査
の
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
方
法
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

型
式
適
合
検
定
は
、
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
の
指
定
し
た
日
時
に
、
協

会
又
は
登
録
検
定
機
関
の
指
定
し
た
場
所
に
お
い
て
行
う
。

（
立
会
い
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
の
方
法
）

第
三
十
四
条
の
六

立
会
い
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
の
方
法
は
、
協
会
又

は
登
録
検
定
機
関
が
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
場
所
に
お
い

て
、
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
の
職
員
の
立
会
い
の
下
に
、
日
本
工
業
規
格

Ｚ
九
〇
一
五
―
一
に
よ
る
抜
取
検
査
方
式
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
と
し
て

消
防
庁
長
官
が
認
め
る
方
法
（
次
条
に
お
い
て
「
型
式
適
合
検
定
抜
取
検
査

方
式
」
と
い
う
。
）
を
用
い
て
、
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
ロ
ッ
ト
ご
と
に

、
所
要
の
数
を
抜
き
取
り
、
当
該
検
定
対
象
機
械
器
具
等
が
法
第
二
十
一
条

の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
型
式
承
認
を
受
け
た
型
式
に
適
合
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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（
デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
の
方
法
）

第
三
十
四
条
の
七

デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
デ
ー
タ
審
査
方
式
申
請
者
」
と
い
う
。

）
は
、
別
記
様
式
第
一
号
の
十
二
の
申
請
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
協
会
又
は
登

録
検
定
機
関
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
は
、
前
項
に
規
定
す
る
申
請
に
係
る
型
式
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
型
式
に
つ
い

て
、
デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

当
該
型
式
が
、
直
近
の
立
会
い
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
に
お
い
て

、
少
な
く
と
も
十
回
以
上
連
続
し
て
合
格
し
て
い
る
こ
と
。

二

お
お
む
ね
三
ヶ
月
以
内
ご
と
に
当
該
型
式
に
係
る
検
定
対
象
機
械
器
具

等
の
型
式
適
合
検
定
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

当
該
型
式
に
係
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
を
製
造
す
る
工
場
、
事
業
所

及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
に
お
い
て
、
品
質
を
確
保
す
る
管
理
体
制
が

確
立
し
て
い
る
こ
と
。

３

協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
デ
ー
タ
審
査
方
式
に

よ
る
型
式
適
合
検
定
を
行
う
場
合
に
は
、
デ
ー
タ
審
査
方
式
申
請
者
に
対
し

、
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

デ
ー
タ
審
査
方
式
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
手
続

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

デ
ー
タ
審
査
方
式
申
請
者
は
、
製
造
工
場
等
に
お
い
て
、
型
式
適
合
検
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定
抜
取
検
査
方
式
を
用
い
て
、
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
ロ
ッ
ト
ご
と
に

、
所
要
の
数
を
抜
き
取
り
、
当
該
検
定
対
象
機
械
器
具
等
が
法
第
二
十
一

条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
型
式
承
認
を
受
け
た
型
式
に
適
合
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

二

デ
ー
タ
審
査
方
式
申
請
者
は
、
前
号
の
検
査
の
結
果
を
、
速
や
か
に
、

協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
に
報
告
す
る
。

三

協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
検
査

の
結
果
を
確
認
し
、
当
該
検
査
に
係
る
審
査
結
果
を
、
速
や
か
に
、
デ
ー

タ
審
査
方
式
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
に
係
る
申
請
書
並
び
に
見
本
及

（
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
に
係
る
申
請
書
並
び
に
見
本
及

び
書
類
）

び
書
類
）

第
三
十
五
条

法
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
定
対
象
機
械
器

第
三
十
五
条

法
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検
定
対
象
機
械
器

具
等
に
つ
い
て
の
試
験
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
二
号
（
型
式
承
認
を
受
け

具
等
に
つ
い
て
の
試
験
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
二
号
（
型
式
承
認
を
受
け

て
い
る
型
式
と
重
要
で
な
い
部
分
が
異
な
る
型
式
を
有
す
る
検
定
対
象
機
械

て
い
る
型
式
と
重
要
で
な
い
部
分
が
異
な
る
型
式
を
有
す
る
検
定
対
象
機
械

器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
の
申
請
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第
三
号
）
に
よ

器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
の
申
請
に
あ
つ
て
は
、
別
記
様
式
第
三
号
）
に
よ

る
申
請
書
正
副
二
通
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
申
請
書
正
副
二
通
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ

４

法
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

一

消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
に
つ
い
て
は
、
設
計
図
二
部

一

消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
に
つ
い
て
は
、
設
計
図
二
部

二

明
細
書
（
消
火
器
用
消
火
薬
剤
に
つ
い
て
は
、
成
分
明
細
書
）
二
部

二

明
細
書
（
消
火
器
用
消
火
薬
剤
に
つ
い
て
は
、
成
分
明
細
書
）
二
部



- 16 -

三

工
場
設
備
概
要
調
書
（
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
製
造
設
備
及
び
検
査

三

工
場
設
備
概
要
調
書
（
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
製
造
設
備
及
び
検
査

設
備
の
概
要
を
記
載
し
た
も
の
）
一
部

設
備
の
概
要
を
記
載
し
た
も
の
）
一
部

四

社
内
試
験
成
績
表
一
部

四

社
内
試
験
成
績
表
一
部

五

製
造
工
程
概
要
調
書
（
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
製
造
過
程
の
概
要
を

記
載
し
た
も
の
）
一
部

六

検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
技
術
上
の
規
格
に
関
す
る
社
内
に
お
け
る
検

査
体
制
に
係
る
調
書
一
部

５

（
略
）

５

（
略
）

（
型
式
適
合
検
定
の
申
請
書
）

（
個
別
検
定
の
申
請
書
及
び
方
法
）

第
三
十
九
条

法
第
二
十
一
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
型
式
適
合
検
定
の
申
請
は

第
三
十
九
条

法
第
二
十
一
条
の
七
の
規
定
に
よ
る
個
別
検
定

の
申
請
は

、
別
記
様
式
第
七
号
に
よ
る
申
請
書
正
副
二
通
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら

、
別
記
様
式
第
七
号
に
よ
る
申
請
書
正
副
二
通
に
よ
つ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
が
電
磁
的
方
法
（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

な
い
。

す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
協
会
又

は
登
録
検
定
機
関
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
個
別
検
定
は
、
協
会
又
は
登
録
検
定

機
関
の
指
定
し
た
日
時
に
、
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
の
指
定
し
た
場
所
に

お
い
て
行
う
。

（
検
定
等
を
行
う
場
所
の
特
例
）

（
検
定
等
を
行
う
場
所
の
特
例
）

第
三
十
九
条
の
二

災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
こ
と
、
見
本
の

第
三
十
九
条
の
二

災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
こ
と
、
見
本
の
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運
搬
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
検
査
設
備
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
そ
の
他

運
搬
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
検
査
設
備
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
そ
の
他

特
別
の
事
情
に
よ
り
、
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
の
指
定
し
た
場
所
に
お
い

特
別
の
事
情
に
よ
り
、
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
の
指
定
し
た
場
所
に
お
い

て
試
験
又
は
型
式
適
合
検
定
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
章
の
二
に
お
い
て
「

て
試
験
又
は
個
別
検
定

（
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
章
の
二
に
お
い
て
「

検
定
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
協
会
又
は

検
定
等
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
協
会
又
は

登
録
検
定
機
関
が
認
め
る
と
き
は
、
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
前
条
第
二
項

登
録
検
定
機
関
が
認
め
る
と
き
は
、
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
前
条
第
二
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
検
定
等
の
申
請
を
し
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
申

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
検
定
等
の
申
請
を
し
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
申

請
者
」
と
い
う
。
）
の
希
望
す
る
場
所
に
お
い
て
検
定
等
を
行
う
こ
と
が
で

請
者
」
と
い
う
。
）
の
希
望
す
る
場
所
に
お
い
て
検
定
等
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
検
査
の
方
法
等
）

（
適
合
の
表
示
）

第
四
十
四
条

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
の
方

第
四
十
四
条

法
は
、
製
造
又
は
輸
入
さ
れ
た
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
形
状
、
構
造

、
材
質
、
成
分
及
び
性
能
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
形
状
等
」
と
い
う
。

）
が
法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ら
れ
た
自

主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
形
状
等
及
び
法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
一

項
の
表
示
を
付
す
位
置
を
記
載
し
た
設
計
図
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

設
計
図
書
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
適
切
な

検
査
設
備
及
び
検
査
方
法
に
よ
り
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
付
す
べ
き
表
示
は
、

①

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
付
す
べ
き
表
示
は
、

別
表
第
四
の
と
お
り
と
す
る
。

別
表
第
四
の
と
お
り
と
す
る
。

３

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
主
表
示
対
象
機
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械
器
具
等
の
製
造
又
は
輸
入
を
業
と
す
る
者
が
検
査
記
録
に
記
載
す
べ
き
事

項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
種
類
及
び
型
式

二

検
査
に
用
い
た
設
計
図
書

三

検
査
の
項
目
、
内
容
及
び
判
定
方
法

四

検
査
を
行
つ
た
年
月
日
及
び
場
所

五

検
査
に
使
用
し
た
設
備
及
び
測
定
機
器

六

検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

七

検
査
を
行
つ
た
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
数
量

八

検
査
の
結
果

九

第
一
項
の
設
計
図
書
、
検
査
設
備
又
は
検
査
方
法
を
変
更
し
た
場
合
は

、
そ
の
変
更
履
歴

４

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
記
録
を
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
、
検
査
の
日
か
ら
五
年
と
す
る
。

５

第
三
項
に
規
定
す
る
検
査
記
録
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
電
磁
的

方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
以
下
、
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

よ
り
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
作
成
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

電
磁
的
方
法
に
よ
り
同
項
の
検
査
記
録
を
保
存
す
る
場
合
に
は
、
同
項
の
検

査
記
録
が
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
製
造
業
者
等
の
届
出
）

（
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
製
造
業
者
等
の
届
出
）

第
四
十
四
条
の
二

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

第
四
十
四
条
の
二

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

は
、
型
式
ご
と
に
別
記
様
式
第
九
号
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば

は
、
別
記
様
式
第
九
号

に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

２

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
四
第
一
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項

２

法
第
二
十
一
条
の
十
六
の
四
第
一
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

表
示
を
付
そ
う
と
す
る
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
種
類
及
び
型
式

一

表
示
を
付
そ
う
と
す
る
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
種
類
及
び
型
式

二

表
示
を
付
そ
う
と
す
る
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
が
法
第
二
十
一
条

の
十
六
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
当
該
自
主
表
示
対

象
機
械
器
具
等
に
係
る
技
術
上
の
規
格
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
書
類

三

表
示
を
付
そ
う
と
す
る
者
が
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
輸
入
を
業

二

表
示
を
付
そ
う
と
す
る
者
が
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
輸
入
を
業

と
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等

と
す
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等

の
製
造
を
業
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地

の
製
造
を
業
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地

３

（
略
）

３

（
略
）

（
検
定
等
の
方
法
）

（
検
定
等
の
方
法
）

第
四
十
四
条
の
七

法
第
二
十
一
条
の
四
十
九
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る

第
四
十
四
条
の
七

法
第
二
十
一
条
の
四
十
九
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る

技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号

技
術
上
の
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号

に
定
め
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

に
定
め
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
二
十
一
条
の
四
十
五
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務

二

法
第
二
十
一
条
の
四
十
五
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
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こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
試
験
及
び
型
式
適
合

こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
試
験
及
び
個
別
検
定

検
定
を
第
三
十
四
条
の
五
か
ら
第
三
十
四
条
の
七
ま
で
及
び
第
三
十
六
条

を
第
三
十
六
条
及
び
第
三
十
九
条
第
二
項

に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

（
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
）

（
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
）

第
五
十
一
条
の
八

防
災
管
理
者
は
、
令
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

第
五
十
一
条
の
八

防
災
管
理
者
は
、
令
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
並
び
に
そ
の

、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
状
況
並
び
に
そ
の

使
用
状
況
等
に
応
じ
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
建
築

使
用
状
況
等
に
応
じ
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
建
築

物
そ
の
他
の
工
作
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
受
け
て

物
そ
の
他
の
工
作
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
指
示
を
受
け
て

防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
届
出
書

防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
作
成
し
、
別
記
様
式
第
十
四
号

の
届
出
書

に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

に
よ
り
そ
の
旨
を
所
轄
消
防
長
又
は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

い
。
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
を
変
更
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

一

防
災
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

一

防
災
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
～
ニ

（
略
）

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
災
管
理
上
必
要
な
訓
練
の
定
期
的
な
実
施
に

ホ

避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
災
管
理
上
必
要
な
訓
練
の

実
施
に

関
す
る
こ
と
。

関
す
る
こ
と
。

ヘ
～
チ

（
略
）

ヘ
～
チ

（
略
）

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２

第
三
条
第
二
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計

２

第
三
条
第
二
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計

画
の
作
成
又
は
変
更
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
二
項

画
の
作
成
又
は
変
更
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
二
項

中
「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
「
防
火
対
象
物
」

中
「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と

と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
「
勤
務
し
て
い
る
者
に
限

、
「
勤
務
し
て
い
る
者
に
限
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る
。
第
四
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
十
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ
及
び
第

る
。
第
二
十
八
条
の
三
第
四
項
第
二
号
ハ

及
び
第

二
十
九
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
勤
務
し
て
い
る
者
に

二
十
九
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
勤
務
し
て
い
る
者
に

限
る
。
」
と
、
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」
と
、
「
業

限
る
。
」
と
、
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」
と
、
「
業

務
（
法
第
十
七
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防

務
（
法
第
十
七
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防

用
設
備
等
に
つ
い
て
の
点
検
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

用
設
備
等
に
つ
い
て
の
点
検
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
業
務
」
と
、
「
所
在
地
。
第
四
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て

と
あ
る
の
は
「
業
務
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は

同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
所
在
地
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
防
火
対
象
物
」

と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る

の
は
「
防
災
管
理
者
」
と

「
防
災
管
理
者
」
と
、
「
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
に
係

、
同
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
中
「
令
第
一
条
の
二
第
三
項

る
」
と
、
同
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
中
「
令
第
一
条
の
二
第
三
項

第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
六
条
」
と
、
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る

第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
六
条
」
と

の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「

、
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「

防
災
管
理
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

防
災
管
理
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
）

（
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
九

第
三
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い

第
五
十
一
条
の
九

第
四
条
の
規
定

は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解

て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解

任
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

任
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
中

「
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
記
様
式
第
十
五
号
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



- 22 -

（
統
括
防
災
管
理
者
の
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
た
め
の
要
件
）

第
五
十
一
条
の
十
一

第
三
条
の
三
の
規
定
は
、
令
第
四
十
八
条
の
二
の
総
務

省
令
で
定
め
る
要
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条

の
三
中
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、

「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

（
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計

（
共
同
防
災
管
理
の
協
議
を
す
べ
き
事
項
）

画
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
二

第
四
条
の
規
定

は
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作

第
五
十
一
条
の
十
一

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お

物
の
全
体
に
つ
い
て
の
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
の
作
成
又
は
変
更
に
つ

い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項

に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
第
一
項
柱
書
き
中
「
統
括

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び

防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
統
括
防
災
管
理
者
」
と
、
「
防
火
対
象
物
の

第
二
号
中
「
共
同
防
火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管
理
協
議

位
置
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
位
置
」
と
、
「
防
火
対

会
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」

象
物
の
管
理
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
管
理
」
と
、
同

と
、
「
防
火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
同
項
第
四
号
中

項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
中
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の

「
消
火
、
通
報
、
避
難
の
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
避
難
の
訓
練
」
と
、
「
防

は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
防
火

火
管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
同
項
第
五
号

管
理
上
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
上
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
消
火
、
通

報
及
び
避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
避
難
の
訓
練
そ

の
他
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
避
難
口
、
安
全
区

中
「
避
難
口
、
安
全
区

画
、
防
煙
区
画
」
と
あ
る
の
は
「
避
難
口
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
火
災
、

画
、
防
煙
区
画
」
と
あ
る
の
は
「
避
難
口
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
火
災
、

地
震
そ
の
他
の
災
害
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
五
条
に
掲
げ
る
災
害
」
と

地
震
そ
の
他
の
災
害
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
五
条
に
掲
げ
る
災
害
」
と
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、
「
消
火
活
動
、
通
報
連
絡
」
と
あ
る
の
は
「
通
報
連
絡
」
と
、
同
項
第
六

、
「
消
火
活
動
、
通
報
連
絡
」
と
あ
る
の
は
「
通
報
連
絡
」
と
、
同
項
第
七

号
中
「
火
災
の
際
の
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
五
条
に
掲
げ
る
災
害
が
発

号
中
「
火
災
の
際
の
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
四
十
五
条
に
掲
げ
る
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
お
け
る
」
と
、
同
項
第
七
号
中
「
防
火
管
理
」
と
あ
る
の
は

生
し
た
場
合
に
お
け
る
」
と
、
同
項
第
八
号
中
「
共
同
防
火
管
理
」
と
あ
る

「
防
災
管
理
」
と

、
同
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
第

の
は
「
共
同
防
災
管
理
」
と
、
同
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
中
「
第

八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条

八
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
と

第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
「
統
括
防
火
管
理
者

」
と
あ
る
の
は
「
統
括
防
災
管
理
者
」
と
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項

、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
七
項

中
「
第
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

中
「
第
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
一
条
の
八
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

る
第
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
統
括
防
災
管
理
者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
）

第
五
十
一
条
の
十
一
の
三

第
四
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
統
括
防
災
管
理

者
の
選
任
又
は
解
任
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
防
災
管
理
点
検
及
び
報
告
）

（
防
災
管
理
点
検
及
び
報
告
）

第
五
十
一
条
の
十
二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の

第
五
十
一
条
の
十
二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の

管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条

管
理
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
は
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条

の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
結
果
を
防
災
管
理
維
持
台

の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
結
果
を
防
災
管
理
維
持
台

帳
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
編
冊
し
た
も
の
を
い
う
。
）
に
記
録
す
る
と
と
も

帳
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
編
冊
し
た
も
の
を
い
う
。
）
に
記
録
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）
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二

第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第

二

第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第
五
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第

三
条
の
二
第
一
項
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八

四
条
第
一
項

、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八

条
の
二
第
四
項
及
び
法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の

条
の
二
第
二
項
及
び
法
第
八
条
の
二
の
五
第
二
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の

写
し

写
し

三
～
七

（
略
）

三
～
七

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
防
災
管
理
点
検
の
点
検
基
準
）

（
防
災
管
理
点
検
の
点
検
基
準
）

第
五
十
一
条
の
十
四

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条

第
五
十
一
条
の
十
四

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条

の
二
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

の
二
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

る
。

一

第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
の
届
出
及
び
第
五
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準

一

第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
の
届
出
及
び
第
五
十
一
条
の
九
に
お
い
て
準

用
す
る
第
三
条
の
二
第
一
項
の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

用
す
る
第
四
条
第
一
項

の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

（
防
災
管
理
点
検
の
表
示
）

（
防
災
管
理
点
検
の
表
示
）

第
五
十
一
条
の
十
五

第
四
条
の
二
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
法
第

第
五
十
一
条
の
十
五

第
四
条
の
二
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
法
第

三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
表
示

三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
表
示

に
つ
い
て
、
第
四
条
の
二
の
七
第
三
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に

に
つ
い
て
、
第
四
条
の
二
の
七
第
三
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項

お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
七
第
一
項
及

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
七
第
一
項
第

び
第
二
項
中
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」

一
号
中
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と
、
同
条
第
一
項
柱
書
き
中
「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
六

条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の

「
第
四
条
の
二
の
四
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
四
第

は
「
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
の
四
第

一
項
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
基
準
（
同
条
第
二
項

一
項
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
前
条
第
一
項
に
掲
げ
る
基
準
（
同
条
第
二
項

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三

の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三

号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
一
条
の
十
四
に
掲
げ
る
基
準
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
一
」
と
あ

十
一
条
の
十
四
に
掲
げ
る
基
準
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
一
」
と
あ

る
の
は
「
別
表
第
五
」
と
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
法
第
八
条
の
二
の
二

る
の
は
「
別
表
第
五
」
と
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
共
同
防
火
管
理
協
議

第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
六
条
第
一

会
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管
理
協
議
会
」
と

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の

氏
名
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「

、
同
項
第
三
号
中
「
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
」
と
あ
る
の
は
「

防
災
管
理
点
検
資
格
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

防
災
管
理
点
検
資
格
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
災
管
理
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示
）

（
防
災
管
理
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示
）

第
五
十
一
条
の
十
七

第
四
条
の
二
の
九
第
一
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第

第
五
十
一
条
の
十
七

第
四
条
の
二
の
九
第
一
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
表
示
に
つ
い
て
、

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
表
示
に
つ
い
て
、

第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
の
規
定
は
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準

す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
九
第
一
項
中
「
別
表
第
一

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
二
の
九
第
一
項
中
「
別
表
第
一

の
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
六
」
と
、
「
防
火
対
象
物
」
と
あ
る
の
は
「

の
二
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
六
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
共
同
防

建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
法
第
八
条
の
二

火
管
理
協
議
会
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
防
災
管
理
協
議
会
」
と

の
三
第
四
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
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用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
四
項
第
一
号
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
法
第

八
条
の
二
の
三
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
」
と
あ
る
の
は
「
法
第

三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
の
権
原

を
有
す
る
者
の
氏
名
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
防
火
対
象
物
点
検
及
び
防
災
管
理
点
検
の
表
示
）

（
防
火
対
象
物
点
検
及
び
防
災
管
理
点
検
の
表
示
）

第
五
十
一
条
の
十
八

法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
表
示
は
、
同
条
第
一
項
の
建

第
五
十
一
条
の
十
八

法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
表
示
は
、
同
条
第
一
項
の
建

築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物

築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物

で
あ
る
も
の
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
付
す
る
こ
と

で
あ
る
も
の
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
付
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

が
で
き
な
い
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

２

法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
表
示
は
、
別
表
第
七
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行

２

法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
表
示
は
、
別
表
第
七
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行

う
も
の
と
し
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
る
も
の

う
も
の
と
し
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
る
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

３

法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲

３

法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一

二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
二
第
一

項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名

項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
（
そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て

い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
及
び
共
同
防
災
管
理
協
議
会
の

代
表
者
の
氏
名
）
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三

（
略
）

三

（
略
）

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
認
定
及
び
防
災
管
理
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
認
定
及
び
防
災
管
理
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示

）

）

第
五
十
一
条
の
十
九

法
第
三
十
六
条
第
五
項
の
表
示
は
、
別
表
第
八
に
定
め

第
五
十
一
条
の
十
九

法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
表
示
は
、
別
表
第
八
に
定
め

る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
見
や
す
い
箇

る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
見
や
す
い
箇

所
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

所
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
六
条
第
五
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も

２

法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
一

二

法
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
の
二
の
三
第
一

項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名

項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
（
そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て

い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工

作
物
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
及
び
共
同
防
災
管
理
協
議
会
の

代
表
者
の
氏
名
）

三

（
略
）

三

（
略
）
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（

5
1

）

（

）

別
記

様
式

第
１

号
の

２
第

３
条

第
条

の
８

関
係

別
記

様
式

第
１

号
の

２
第

３
条

、
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（

5
1

）

（

）

別
記

様
式

第
１

号
の

２
の

２
第

３
条

の
２

第
条

の
９

関
係

別
記

様
式

第
１

号
の

２
の

２
第

４
条

関
係

、
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（

5
1

1
1

）

別
記

様
式

第
１

号
の

２
の

２
の

２
第

４
条

第
条

の
の

２
関

係
、

（

）
略

別
記

様
式

第
１

号
の

２
の

２
の

２
の

２
第

４
条

の
２

第
条

の
の

３
関

（

5
1

1
1

、

）

係

（

）

略

（

）

（

）

別
記

様
式

第
１

号
の

２
の

２
の

２
の

３
第

４
条

の
２

の
８

関
係

記
様

式
第

１
号

の
２

の
２

の
２

第
４

条
の

２
の

８
関

係

（

）

（

）

略
略

1
1

（

3
4

）
1
1

（

3
4

）

別
記

様
式

第
１

号
の

第
条

の
２

の
３

関
係

別
記

様
式

第
１

号
の

第
条

の
２

の
３

関
係

（

）

（

）

略
略

1
2

（

3
4

）

別
記

様
式

第
１

号
の

第
条

の
７

関
係

（

）

略

（

3
4

）

（

3
4

）

別
記

様
式

第
２

号
第

条
の

２
の

３
関

係
別

記
様

式
第

２
号

第
条

の
２

の
３

関
係

（

）

（

）

略
略
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（

3
9

）

（

3
9

）

別
記

様
式

第
７

号
第

条
関

係
別

記
様

式
第

７
号

第
条

関
係
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1
4

（

5
1

）

別
記

様
式

第
号

第
条

の
８

関
係

（
略
）

1
5

（

5
1

）

別
記

様
式

第
号

第
条

の
９

関
係

（
略
）
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○

日
本
消
防
検
定
協
会
の
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
自
治
省
令
第
二
十
七
号
）
（
第
二
条
関
係
）（

傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
二
十
一
条
の
三
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

第
二
十
一
条
の
三
十
七
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
方
法
書
に
記
載
す
べ
き
事
項

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
型
式
適
合
検
定
に
関
す
る
こ
と
。

二

検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
個
別
検
定

に
関
す
る
こ
と
。

三
～
五

（
略
）

三
～
五

（
略
）

六

依
頼
に
応
じ
、
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
に
関
す
る
評
価
に
関

六

消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
の
鑑
定

に
関

す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

七

（
略
）

七

（
略
）
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○

日
本
消
防
検
定
協
会
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
八
年
自
治
省
令
第
二
十
八
号
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
事
業
計
画
）

（
事
業
計
画
）

第
二
条

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い

第
二
条

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
二
十
一
条
の
三
十
九
の
事
業
計
画
に
は
、
次
の
事
項
に
関
す
る
計

う
。
）
第
二
十
一
条
の
三
十
九
の
事
業
計
画
に
は
、
次
の
事
項
に
関
す
る
計

画
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

画
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
型
式
適
合
検
定

二

検
定
対
象
機
械
器
具
等
の
個
別
検
定

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

五

依
頼
に
応
じ
、
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
に
関
す
る
評
価

五

消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等
の
鑑
定

六

（
略
）

六

（
略
）
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○

総
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
総
務
省
令
第
一
号
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

（
消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
）

第
三
百
三
十
二
条

消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

第
三
百
三
十
二
条

消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

る
。

る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

消
防
法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
一
条

四

消
防
法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
一
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
又
は

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
又
は

同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
型
式
適
合
検
定
を
行
う
こ
と
。

同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
個
別
検
定

を
行
う
こ
と
。

五

（
略
）

五

（
略
）

（
技
術
研
究
部
の
所
掌
事
務
）

（
技
術
研
究
部
の
所
掌
事
務
）

第
三
百
三
十
七
条

技
術
研
究
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
三
百
三
十
七
条

技
術
研
究
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

消
防
法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
一
条

二

消
防
法
第
二
十
一
条
の
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
一
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
又
は

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
検
定
対
象
機
械
器
具
等
に
つ
い
て
の
試
験
又
は

同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
型
式
適
合
検
定
を
行
う
こ
と
。

同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
個
別
検
定

を
行
う
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）
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○

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
（
第
五
条
関
係

）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
（
第
三
条
関
係
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

法
令
名

条
項

法
令
名

条
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

消
防
法
施

第
一
条
の
四
第
二
項
、
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
（
同
条
第

消
防
法
施

第
一
条
の
四
第
二
項
、
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
（
同
条
第

行
規
則
（

二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の

行
規
則
（

二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の

昭
和
三
十

六
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
七

昭
和
三
十

六
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
七

六
年
自
治

第
二
項
及
び
第
四
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

六
年
自
治

第
二
項
及
び
第
四
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
六

場
合
を
含
み
、
第
一
条
の
四
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
に
つ

省
令
第
六

場
合
を
含
み
、
第
一
条
の
四
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
に
つ

号
）

い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の
六
第
四
項

号
）

い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の
六
第
四
項

、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
及
び
第
三
十
一
条
の
七
第
二
項

、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
及
び
第
三
十
一
条
の
七
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
条
第
一
項
、

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
条
第
一
項
、

第
四
条
、
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
（
第
五
十
一
条
の
十
二

第
四
条
、
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
、
第
四
条
の
二
の
八
第

第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
条
の
二
の
八

七
項

第
七
項
（
第
五
十
一
条
の
十
六
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
第
四
条
の
四
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
一

、
第
四
条
の
四
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
一

項
及
び
第
五
項
、
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
、

項
及
び
第
五
項
、
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
、

第
三
十
三
条
の
七
、
第
三
十
三
条
の
十
三
第
一
項
、
第
三
十

第
三
十
三
条
の
七
、
第
三
十
三
条
の
十
三
第
一
項
、
第
三
十
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三
条
の
十
五
、
第
三
十
三
条
の
十
六
、
第
三
十
三
条
の
十
八

三
条
の
十
五
、
第
三
十
三
条
の
十
六
、
第
三
十
三
条
の
十
八

、
第
三
十
四
条
の
二
の
二
、
第
三
十
四
条
の
二
の
三
、
第
三

、
第
三
十
四
条
の
二
の
二
、
第
三
十
四
条
の
二
の
三
、
第
三

十
八
条
、
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び

十
八
条
、
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び

第
二
項
（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四
条
の
三
第

第
二
項
（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四
条
の
三
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条

の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第

の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第

四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
六
、
第
四
十
四
条

四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
六
、
第
四
十
四
条

の
九
（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四
条
の
十
第
二

の
九
（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四
条
の
十
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条
の

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条
の

十
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
十
二
、
第
五
十
一
条
の
八
第
一

十
第
一
項
並
び
に
第
四
十
四
条
の
十
二

項
並
び
に
第
五
十
一
条
の
九

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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○

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
（
第
六
条
関
係

）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
（
第
三
条
関
係
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

法
令
名

条
項

法
令
名

条
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

消
防
法
施

第
一
条
の
四
第
二
項
、
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
（
同
条
第

消
防
法
施

第
一
条
の
四
第
二
項
、
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
（
同
条
第

行
規
則
（

二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の

行
規
則
（

二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の

昭
和
三
十

六
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
七

昭
和
三
十

六
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
七

六
年
自
治

第
二
項
及
び
第
四
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

六
年
自
治

第
二
項
及
び
第
四
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
六

場
合
を
含
み
、
第
一
条
の
四
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
に
つ

省
令
第
六

場
合
を
含
み
、
第
一
条
の
四
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
に
つ

号
）

い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の
六
第
四
項

号
）

い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の
六
第
四
項

、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
及
び
第
三
十
一
条
の
七
第
二
項

、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
及
び
第
三
十
一
条
の
七
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
条
第
一
項
、

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
条
第
一
項
、

第
四
条
、
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
（
第
五
十
一
条
の
十
二

第
四
条
、
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
（
第
五
十
一
条
の
十
二

第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
条
の
二
の
八

第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
条
の
二
の
八

第
七
項
（
第
五
十
一
条
の
十
六
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を

第
七
項
（
第
五
十
一
条
の
十
六
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
第
四
条
の
四
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
一

含
む
。
）
、
第
四
条
の
四
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
一

項
及
び
第
五
項
、
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
、

項
及
び
第
五
項
、
第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
、

第
三
十
三
条
の
七
、
第
三
十
三
条
の
十
三
第
一
項
、
第
三
十

第
三
十
三
条
の
七
、
第
三
十
三
条
の
十
三
第
一
項
、
第
三
十
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三
条
の
十
五
、
第
三
十
三
条
の
十
六
、
第
三
十
三
条
の
十
八

三
条
の
十
五
、
第
三
十
三
条
の
十
六
、
第
三
十
三
条
の
十
八

、
第
三
十
四
条
の
二
の
二
、
第
三
十
四
条
の
二
の
三
、
第
三

、
第
三
十
四
条
の
二
の
二
、
第
三
十
四
条
の
二
の
三

十
四
条
の
七
、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条

、
第
四

、
第
三
十
八
条
、
第
三
十
九
条
第
一
項
、
第
四

十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、

十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、

第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
、
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
四

。
）
、
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
四

条
の
三
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条

条
の
三
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条

の
六
、
第
四
十
四
条
の
九
（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
第

の
六
、
第
四
十
四
条
の
九
（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
第

四
十
四
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

四
十
四
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
第
四
十
四
条
の
十
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
十
二
、
第

）
、
第
四
十
四
条
の
十
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
十
二
、
第

五
十
一
条
の
八
第
一
項
並
び
に
第
五
十
一
条
の
九

五
十
一
条
の
八
第
一
項
並
び
に
第
五
十
一
条
の
九

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）



- 40 -

○

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）
（
第
七
条
関
係

）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
表
（
第
三
条
関
係
）

別
表
（
第
三
条
関
係
）

法
令
名

条
項

法
令
名

条
項

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

消
防
法
施

第
一
条
の
四
第
二
項
、
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
（
同
条
第

消
防
法
施

第
一
条
の
四
第
二
項
、
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
（
同
条
第

行
規
則
（

二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の

行
規
則
（

二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の

昭
和
三
十

六
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
七

昭
和
三
十

六
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
、
第
三
十
一
条
の
七

六
年
自
治

第
二
項
及
び
第
四
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

六
年
自
治

第
二
項
及
び
第
四
十
四
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
六

場
合
を
含
み
、
第
一
条
の
四
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
に
つ

省
令
第
六

場
合
を
含
み
、
第
一
条
の
四
第
十
二
項
及
び
第
二
十
項
に
つ

号
）

い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の
六
第
四
項

号
）

い
て
は
、
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
、
第
四
条
の
六
第
四
項

、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
及
び
第
三
十
一
条
の
七
第
二
項

、
第
三
十
一
条
の
五
第
四
項
及
び
第
三
十
一
条
の
七
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
条
第
一
項
、

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
条
第
一
項
、

第
三
条
の
二
、
第
四
条
第
一
項
、
第
四
条
の
二
、
第
四
条
の

第
四
条

、
第
四
条
の

二
の
四
第
三
項
（
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
で
準
用
す
る

二
の
四
第
三
項
（
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
で
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
条
の
二
の
八
第
七
項
（
第
五
十
一

場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
条
の
二
の
八
第
七
項
（
第
五
十
一

条
の
十
六
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
条

条
の
十
六
第
二
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
条

の
四
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第

の
四
第
二
項
、
第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第

三
十
一
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
三
条
の
七
、

三
十
一
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
三
条
の
七
、



- 41 -

第
三
十
三
条
の
十
三
第
一
項
、
第
三
十
三
条
の
十
五
、
第
三

第
三
十
三
条
の
十
三
第
一
項
、
第
三
十
三
条
の
十
五
、
第
三

十
三
条
の
十
六
、
第
三
十
三
条
の
十
八
、
第
三
十
四
条
の
二

十
三
条
の
十
六
、
第
三
十
三
条
の
十
八
、
第
三
十
四
条
の
二

の
二
、
第
三
十
四
条
の
二
の
三
、
第
三
十
四
条
の
七
、
第
三

の
二
、
第
三
十
四
条
の
二
の
三
、
第
三
十
四
条
の
七
、
第
三

十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項

十
八
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項

（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
に

（
同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条
の
二
第

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条
の
二
第

一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
四
十
四

一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
四
十
四

条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
六
、
第
四
十
四
条
の
九
（

条
の
四
第
一
項
、
第
四
十
四
条
の
六
、
第
四
十
四
条
の
九
（

同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四
条
の
十
第
二
項
に
お

同
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
四
条
の
十
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条
の
十
第
一

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
四
条
の
十
第
一

項
、
第
四
十
四
条
の
十
二
、
第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
、
第

項
、
第
四
十
四
条
の
十
二
、
第
五
十
一
条
の
八
第
一
項
並
び

五
十
一
条
の
九
、
第
五
十
一
条
の
十
一
の
二
並
び
に
第
五
十

に
第
五
十
一
条
の
九

一
条
の
十
一
の
三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）



○
消
防
庁
告
示
第
十
二
号

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
、
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平

成
二
十
四
年
政
令
第
二
百
六
十
二
号
）
並
び
に
消
防
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
総
務
省
令
第

九
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
告
示
の
整
理
に
関
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
九
日

消
防
庁
長
官

岡
崎

浩
巳

（
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
様

式
を
定
め
る
件
の
一
部
改
正
）

第
一
条

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書

の
様
式
を
定
め
る
件
（
平
成
十
四
年
消
防
庁
告
示
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
（
そ
の
３
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（その３） 

 

点検項目 
点 検 結 果 

状 況 及 び 措 置 内 容 
判 定 不 備 内 容 

避 難 上 必 要 な 施 設 
及 び 防 火 戸 の 管 理 

□ 適    

□ 否 

防 炎 物 品 の 表 示 
□ 適   

□ 否 

圧縮アセチレンガス等の 
貯蔵又は取扱いの届出 

□ 適    

□ 否 
備考  １ この用紙の大きさは、日本工業規格 A４とすること。 
    ２ 判定の欄は、適正な場合は「適」の□にレ点を記入し、不備のある場合は「否」の□にレ点を記入

するとともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。 
    ３ 状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した内容を記入すること。 
    ４ 該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記入すること。 

点検項目 
点 検 結 果 

状 況 及 び 措 置 内 容 
判 定 不 備 内 容 

届 

出 

統括防火管理者選任 
（ 解 任 ） 

□ 適    
□ 否 

全 体 に つ い て の 
消 防 計 画 
作 成 （ 変 更 ） 

□ 適    

□ 否 



（
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
基

準
に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
の
一
部
改
正
）

第
二
条

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点

検
基
準
に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
（
平
成
十
四
年
消
防
庁
告
示
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
中
「
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
同
項
の
事
項
の
作
成
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
事
項
」
を
「
規
則
第
四
条
第
一
項
及
び
第
四
条
の
二
第
一
項

」
に
改
め
、
第
三
第
二
十
二
号
中
「
法
」
を
「
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

」
に
改
め
る
。

（
消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
防
災
管
理
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
の
一
部
改
正
）

第
三
条

消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
九
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



別
記
様
式
第
二
（
そ
の
３
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（その３） 

点 検 項 目 

点  検  結  果 

状 況 及 び 措 置 内 容             

判 定 不 備 内 容 

 
 

届 
 
 

出 

統括防災管理者選任 

（ 解 任 ） 

□ 適 

  

□ 否 

全 体 に つ い て の 

消 防 計 画 

作 成 （ 変 更 ） 

□ 適 

  

□ 否 

 

点 検 項 目 
点  検  結  果 

状 況 及 び 措 置 内 容             
判 定 不 備 内 容 

避 難 上 必 要 な 施 設 

及 び 防 火 戸 の 管 理 

□  適 

  

□  否 

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

   ２ 判定の欄は、適正な場合は「適」の□にレ点を記入し、不備のある場合は「否」の□にレ点を記入すると

ともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。 

   ３ 状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した内容を記入すること。 

   ４ 該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記入すること。 

 



（
消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
四
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
基
準
に
係
る

事
項
等
を
定
め
る
件
の
一
部
改
正
）

第
四
条

消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
四
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
基
準
に

係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
中
「
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
の
事
項
の
作
成
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
事
項
」
を
「
規
則
第
五
十
一
条
の
十
一

の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
十
一
条
の
十
一
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
第
一
項
」
に
改

め
る
。附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
告
示
の
整
理
に
関
す
る
告
示

新
旧
対
照
表

目

次

○

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
（
平
成
十
四
年
消
防
庁

１

告
示
第
八
号
）
（
第
一
条
関
係
）

○

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
基
準
に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
（
平
成

十
四
年
消
防
庁
告
示
第
十
二
号
）
（
第
二
条
関
係
）

４

○

消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
の
点
検
の
結
果
に

つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
九
号
）
（
第
三
条
関
係
）

６

○

消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
四
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
基
準
に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消

防
庁
告
示
第
二
十
二
号
）
（
第
四
条
関
係
）

９



- 1 -

○

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
（
平
成
十
四
年
消
防
庁

告
示
第
八
号
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
記

様
式

第
２

別
記

様
式

第
２

（

）

（

）

（

）

（

）

そ
の

１
略

そ
の

１
略

（

）

（

）

（

）

（

）

そ
の

２
略

そ
の

２
略



- 2 -

（

）

（

）

そ
の

３
そ

の
３



- 3 -

（

）

（

）

（

）

（

）

そ
の

４
略

そ
の

４
略

（

）

（

）

（

）

（

）

そ
の

５
略

そ
の

５
略



- 4 -

○

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
基
準
に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
（
平
成

十
四
年
消
防
庁
告
示
第
十
二
号
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
お
い
て
適

第
二

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
お
い
て
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
項

切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
項

規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
三
号
の
事
項
は
、
規
則
第
四
条
第
一
項

規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
三
号
の
事
項
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十

及
び
第
四
条
の
二
第
一
項

三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
同
項
の
事
項
の
作
成
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該

の
届
出
と
す
る
。

事
項
の
届
出
と
す
る
。

第
三

消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
設
置
に
係
る
事
項

第
三

消
防
用
設
備
等
又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
の
設
置
に
係
る
事
項

規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
、
消
防
用
設
備
等

規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
七
号
の
規
定
に
よ
り
、
消
防
用
設
備
等

又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
が
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

又
は
特
殊
消
防
用
設
備
等
が
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

一
～
二
十
一

（
略
）

一
～
二
十
一

（
略
）

二
十
二

前
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

二
十
二

前
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法

第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す

第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す

る
特
殊
消
防
用
設
備
等
に
あ
っ
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
設
備
等
設
置
維

る
特
殊
消
防
用
設
備
等
に
あ
っ
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
設
備
等
設
置
維

持
計
画
に
従
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

持
計
画
に
従
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二
十
三
・
二
十
四

（
略
）

二
十
三
・
二
十
四

（
略
）
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○

消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
の
点
検
の
結
果
に

つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
九
号
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
記

様
式

第
２

別
記

様
式

第
２

（

）

（

）

（

）

（

）

そ
の

１
略

そ
の

１
略

（

）

（

）

（

）

（

）

そ
の

２
略

そ
の

２
略
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（

）

（

）

そ
の

３
そ

の
３
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○

消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
四
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
基
準
に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消

防
庁
告
示
第
二
十
二
号
）
（
第
四
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

第
二

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

に
お
い
て
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
項

に
お
い
て
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
項

規
則
第
五
十
一
条
の
十
四
第
四
号
の
事
項
は
、
規
則
第
五
十
一
条
の
十
一

規
則
第
五
十
一
条
の
十
四
第
四
号
の
事
項
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年

の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
十
一
条
の
十
一
の
三
に

法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八

お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
の
二
第
一
項

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
の
事
項
の
作
成
及
び
同
条
第
二
項
の
規

の
届
出
と
す
る
。

定
に
よ
る
当
該
事
項
の
届
出
と
す
る
。
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